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　現在、わが国では、税・社会保障の一体改革をはじめ、規制改革、地域主権改

革など、社会、経済全般にわたる改革が進められています。その中では、社会福

祉法人の存在意義について議論される場面が増えてきました。それとともに国民

からは社会福祉法人に対し厳しい目が向けられるようになっています。

　このような時代において、社会福祉法人が広く国民にその役割、存在意義を認

められるためには、社会福祉サービスの提供だけではなく、地域の実情に根ざし

た活動に取り組んでいく必要があります。地域に潜在しているニーズはさまざま

であり、それらに対して、社会福祉法人が積極的に応え、地域の方々からの理解

や信頼を獲得することが求められています。

　本会では、社会福祉法人の使命である「地域社会における福祉の推進」の一環

として、公益的な取り組みに対する会員法人における理解と実践を進め、社会福

祉法人の存在意義について広く理解を得ることを目的に「１法人（施設）１実践」

事業を提唱、推進しています。平成16年度から会員法人による地域に向けた公益

的取り組み事例を募集し事例集を作成してまいりました。本冊子はその７冊目の

事例集となります。

　本事例集が「地域社会における福祉の推進」に向けた取り組みの参考として、

また、これらの取り組みが社会福祉法人に対する地域の方々からの理解を促進す

る一助となるようご活用いただければ幸いです。

　最後になりましたが、事例集の作成にあたりご協力いただきました会員法人の

みなさまに心よりお礼申しあげます。

　

平成23年９月

は　じ　め　に
　

全国社会福祉施設経営者協議会　会　長　高　岡　國　士
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地域に視点をあてた事業展開

地域社会との協働・貢献・還元事業の「視える化」
をめざす幕別真幸協会
　　　　　　　　　　　　　　当法人では質の高いサービスの提供はもとより、存在感を示すため平成18年度より地域における福祉ニー
ズに対応するため「地域との協働・貢献・還元事業」を推進し、一方で地域の血流として「ひらく・むすぶ・つなぐ」をキャッチワード
に、その存在意義を主張している。

北海道 社会福祉法人幕別真幸協会 〒089-0571　北海道中川郡幕別町字依田379番地
TEL：0155－56－4706　FAX：0155－56－5680

❖法人設立年

　　昭和53年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：１施設、５事業
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…１、短期入所…１、通所
介護…１、訪問入浴…１、居宅介護支援…１、
グループホーム…１

❖法人の理念・経営方針

　「信頼」「自立」「貢献」を礎に、一人ひとりを
大切に、真心のこもったおもてなしで21世紀に
生きる法人を求め続けます。
　１．地域から信頼され愛される法人
　２．ご利用者の満足を求める法人
　３．人と人とのふれ愛を求める法人
　４．生活利便の確信が得られる法人
　５．職員とご利用者が夢見る法人

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載している
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施 設 名】：特別養護老人ホーム札内寮
【施設種別】：特別養護老人ホーム（定員120名）
【施 設 名】：札内寮デイサービスセンター
【施設種別】：デイサービスセンター（定員30名）
【施 設 名】：幕別町在宅介護支援センター（札内）
【施設種別】：在宅介護支援センター
【施 設 名】：グループホームくつろぎの家
【施設種別】：グル―プホーム（定員８名）

❖活動内容

◇活動開始年：平成18年４月
◇活動の対象者：
　 地域の高齢者、住民、幼児・児童・生徒、利用
者家族
◇活動の頻度・時間：
　 事業により違いはあるが毎日（要請等に応える）

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　平成13（2001）年以降、構造改革がすすめられ、社会福祉
法人に限らず他の非営利法人や株式会社など営利法人も参入
できるようになった。しかし、社会福祉法人が「社会福祉事
業の主たる担い手」としての位置づけに変わりはない。ま
た、新たに参入した営利法人などからイコールフッティング
が主張されるが、法人制度のあり方や制度が求める本来的な
役割は異なるとの認識の下、地域における福祉ニーズに柔軟
かつきめ細やかに応えられるサービス供給主体として、差別
化を図る事業展開を実践しようとの思いが強く現在各種事業
を実施中である。

□実施内容
　別表の「地域社会との協働・貢献・還元（3K）事業概念
図」が示すように、当法人は地域に向かって上からは「協
働・貢献・還元」、下からは「ひらく・むすぶ・つなぐ」と
いうように、点と点を結び線となり、線と線をつないで地域
全体を「面」として捉えた事業内容としている。
　字数の都合上、事業名および詳しい内容は省略するが、①
「協働とひらく」では６事業、②「貢献とむすぶ」では７事
業、③「還元とつなぐ」では７事業を実施している。
　①の「協働とひらく」の目的は、組織とメンバー、スタッ
フが協力して組織目標を達成する力の醸成、②の「貢献とむ
すぶ」、③の「還元とつなぐ」の目標は、地域福祉の向上に
貢献・還元することを目指している。一例をあげれば、地域
貢献事業の一つとして「防犯に関する協定書」を幕別町と締
結し、デイサービスやショートステイ利用者の送迎時、通院
送迎などを利用して地域の防犯活動に従事している。送迎車
両に「防犯ステッカー」を貼ることで、運行中に不審者など
を見掛けたら「すぐ帯広警察署へ通報する」など関係機関と
の協力連携を訴えることで、不審者を「はびこらせない」と
いった「地域防犯」に役立てることができている。また、そ
の後、「青色回転灯を装着してパトロールをおこなってみて
はどうか」との意見もあり、帯広警察署と協議を重ねた結

取り組み内容のポイント
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果、北海道警察釧路方面本部長より「自主防犯パ
トロールを実施することができる団体」の証明書
を交付され、法人が所有する９台の車両での実施
が許可された。犯罪や空き巣、不審者の児童への
誘惑などは、午後２～６時頃が多いという統計も
あり、デイサービスの送迎時と一致する場合もあ
るため「防犯パトロール隊」は地域犯罪を未然に
防ぐなどの、抑止力効果は大きいものと評価され
ている。
　社会福祉法人の使命や理念は形式的に定款に定
められているが、より具体的には社会福祉法人の
経営者の胸の内に秘められていることが少なくな
い。このため、法人経営とは使命や理念を具体的
に展開・実践することであり、そのためには自ら
の使命や理念を、地域や利用者、家族に対し、ま
た職員に対し、具体的に明らかにすることが大切
であるとの考えと、「継続は力なり」の信念の下、
事業を展開している。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　まだまだ緒に就いたばかりであるが、地域社会
との協働・貢献・還元20事業に対する評価は、概
ね地域密着型事業として評価されている。引き続
き、得られた利益は社会福祉法人の使命や理念に
照らし、サービス向上や人材育成に充てるなど社
会福祉事業の実践、さらには地域の福祉ニーズに
応えていくことなどの効果が期待できる。また費
用対効果で考えると、当法人の理念「信頼・自
立・貢献」に向けた達成度は120％以上になるも
のと検証している。
　具体的には、①地道により
よいサービスを追求する姿勢
の醸成、②利用者が評価され
るサービス内容、サービスの
質の確保に繋がること、③施
設、法人に対する地域社会の
認知度の向上、④職員にとっ
て魅力ある職場づくりと研修
の場づくり、⑤地域社会との
共生確立、⑥職員への動機づ
け、⑦行政や関係団体との信
頼関係の構築など活動効果は
計り知れないものがある。

□今後の展開
　社会的弱者の生活を支えるとともに、地域住民
の福祉を向上させることが、社会福祉法人の使
命、役割でもある。法人経営とは、経営の手法を
もって組織の発展的な継続を図り、使命や理念を
具体的に実践することを念頭に事業展開する。ま
た、経営協が考える「法人の地域化」に向けて
は、これまでの実践事例集の中からピックアップ
したものを全国一斉に取り組む姿勢、体制づくり
ができることを夢見るものである。

□ 主な経費や財源及び人員等
　「ハードはカネ、ソフトはチエ」、二宮尊徳「入
るを量り、出を制す」の考えの下、地域社会との
協働・貢献・還元20事業（平成23年８月現在）に
かかる費用は総額で年間400万円前後である。
　主な内訳
①障害者地域生活支援事業（40万円）
②有償（体験）ボランティア事業（30万円）
③ 町内料飲店活性化（兼職員バースディープレゼント）
事業（60万円）
④ボランティアバンクポイント事業（10万円）
⑤法人減免事業（500万円×１/２＝250万円）
　このほか当初費用として
⑥青色回転灯（10万円）
⑦出前講座（30万円）
・取り組みに係わった職員数　120名
　（職種：介護・看護・事務・ケアマネ等）
※法人全体の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　722,945千円

地域との協働・貢献・還元（3K）事業概念図
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地域に視点をあてた事業展開

キンダークラブ

親子とのふれあい、子どもたち同士・親同士のふれあい、施設利用者とのふれあい。

宮城県 社会福祉法人 キングスガーデン宮城 〒988-0085　宮城県気仙沼市三日町３-１- １
TEL：0226-24-3001　FAX：0226-24-3153

❖法人設立年

　　平成７年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：２施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…１、ケアハウス…１、グ
ループホーム…１、訪問看護…１、通所介護…
４、訪問介護…２、訪問入浴…１、居宅介護支援
…１、就労継続支援…１

❖法人の理念・経営方針

●法人の理念
１ ．私たちは、利用者の意向を尊重し、その権利
を擁護する。
２．私たちは、利用者に満足と安心と快適さを提供する。
３．私たちは、心地よいサービス環境を創意工夫する。
４．私たちは、夢と希望のある職場をつくる。
５．私たちは、日々、真摯に対応する。
　 　私たちの表情、動作、言葉こそ、最大のホス
ピタリティと考える。
　 　「愛の心を持ち、喜びに充ちあふれ、平和の
想いを有し、人々への寛容を示し、弱い人に対
する慈愛（親切）の心を持ち、善意を持って小
事にあたり、忠実（誠実）に職務をこなし、柔
和さをもって地域社会に向かい、辛さに対して
は自制心を発揮する」
６． 私たちは、地域社会において、利便性のある
保健医療福祉サービスを展開する。

●法人の基本方針
１．使い勝手のある、トータル・ケア・システムを目指す。
２ ．複数代替案を発想する柔軟性と、最善と判断
した計画を実行する迅速的機動性を発揮する。
３ ．馴染みの地域文化や生活文化（食習慣等）を
重んじ、次世代へと生活遺産を継承する。
４ ．優しさと倫理性、協調性を備えた人材を育て、
社会福祉従事者の育成、生涯学習ボランティア
育成に貢献する。
５ ．情報通信技術の活用による省力化とサービス
利用の公正性・効率性を追究する。
６ ．評価システムを活用し、利用者からの信頼と
提供サービスの質を向上する。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】特別養護老人ホーム　キングス・タウン
【施設種別及び利用定員】70名（内ショート20名）

❖活動内容

◇活動開始年：平成18年９月
◇ 活動の対象者：就園前の乳幼児と保護者
◇ 活動の頻度・時間：月２回　２時間

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　特別養護老人ホームキングス・タウンが気仙沼市中心市街
地活性化事業として建設され、地域への貢献が期待されてお
り、施設内地域交流スペースを利用した事業の展開として、
キンダークラブを始めた。当時、産休・育休の職員や転勤に
より気仙沼に居住する若い世帯から、気仙沼には“公園デ
ビュー”するような場所もなく子育ての中での不安解消でき
る空間がほしい、との声があり、法人として場所の提供とで
きるサービスを行おうと保育士の資格をもつ職員や職員家族
らと始めた。

□実施内容
　月齢によってもさまざまだが、２時間のうち、前半は保育
士がリードした遊び、後半は自由遊びとしている。
　まず来たら、出席確認カードを提示してシールを貼る。み
なさんがだいたい集まったところで、挨拶、開始する。手遊
び、本の読み聞かせ、リズム体操。その後、季節感を取り入
れ、身近なものでできる工作やゲームを設定して、親子で参
加できる時間としている。
　休憩タイム（ジュース）の後、後半は自由遊びとなる。施
設の広いスペースを走り回ったり、おもちゃ、ボール遊びを
したり、自由に遊んでいる。天気の良い時は、中庭に出て、
日光浴をすることもある。親御さんは子どもの様子を見守り
ながら、親同士交流している。
　年に２回、施設外活動で遠足に行ったり、クリスマス会、
お別れ会と季節行事を入れている。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　開始当初は、市の広報を活用して住民へ周知を行っていた
が、次第に参加者による口コミが広がり、現在では、毎回20
組ほどの親子が活動に参加している。
　施設内のデイサービスセンターと、特別養護老人ホームと
の交流で、行事の時に来てくれる人形劇（ボランティア）を
一緒に観覧して楽しんだり、普段開所しているときに様子を

取り組み内容のポイント
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見に来てもらうほかに、敬老の日には、キンダー
クラブからお祝いに訪問したりと、高齢者が子ど
もたちと触れ合う様子には、みな笑顔が見られ
る。
　利用している親御さんは、子どもの成長を見な
がら日々出る不安を話したり、さまざまな情報を
相互に交換している。また、ここから互いに連絡
先を交換し合ったり、キンダークラブ以外での交
流につながっている方たちもいる。
　キンダークラブは親御さんの口コミや兄弟での
利用もあって続いている。

□今後の展開
　震災前にもう１箇所で開所する予定であったが
被災により、事業が出来なくなった。また機会が
あれば、別の場所での展開したい。
　工作の講師を呼んでのイベントや親子交流を兼
ねたイベントの実施を考えている。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
おやつ代
（毎回飲物代） 24,000円 参加費（施設外活動、

行事のときだけ）
500×35
17,500円

工作代他 10,000円 円
＜合計＞ 34,000円 ＜合計＞ 17,500円

・取り組みに係わった職員数　15名
　（職種等：相談員　介護職員　事務員　ケースワーカー
厨房職員）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入） 226,371千円
※法人全体の事業規模（同上） 759,063千円

遠足

敬老の日

節分
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地域に視点をあてた事業展開

高齢者を地域で見守るための第一歩
～サロン立ち上げ後の潜在的な利用者を探る活動から～
・高齢者の交流の場に参加して欲しい、潜在的な高齢者を探る。
・地域包括支援センターを知ってもらい、地域の相談窓口として、相談しやすい関係作りをする。

神奈川県 社会福祉法人 中心会 〒243-0431　神奈川県海老名市上今泉４－８－28
ＴＥＬ：046-231-5888　ＦＡＸ：046-231-6396

❖法人設立年

　　昭和28年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：５施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…４、訪問介護…１、短期
入所…３、通所介護…３、養護老人ホーム…１、
養護短期入所…１、訪問入浴…１、居宅介護支
援…２、地域包括…２、児童養護…１

❖法人の理念・経営方針

　私たちは、私たちが活動する地域社会において、
自分や自分の大切な人が抱える心身の障害や生活
環境上の問題によって、様々な『不自由』『生き
にくさ』を現に経験し、または経験するだろうリ
スクを有する人々に対して、適切な専門性の担保
された養護、介護、及びこれに関連する諸サービ
スを提供することを通じて、誰もが自分の存在に
誇りを持ち、生きる喜びを享受するとともに、自
分の家族や隣人の存在を素直に喜ぶことができる
社会づくりに貢献します。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】海老名北地域包括支援センター
【施設種別及び利用定員】　地域包括支援センター

❖活動内容

◇活動開始年：平成22年４月
◇ 活動の対象者：地域の高齢者
◇ 活動の頻度・時間：
　 個別訪問（281世帯）月30件、１人あたり　
月10件

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　二次予防事業修了者の交流の場として立ち上げた「和（な
ごみ）倶楽部」「縁（ゆかり）倶楽部」を実施していく中で、
潜在的な対象者がいるはずだという思いがあった。そこで、
地域の高齢者の現状把握をする為に独居・高齢者世帯を対象
に戸別訪問を行った。単に訪問するだけでなく、地域包括支
援センターの周知度を計り、相談しやすい関係作りをしたい
と考えた。

□実施内容
　地域包括支援センターのPRとして、一部地区の高齢者独
居・高齢者世帯の戸別訪問を行い、現状把握と周知度を調べ
た。
　地域包括支援センターにあるケースファイル情報と、民
生委員が把握している情報から281件を選定。包括職員３名
（１人あたり月10件）が９ヶ月かけて訪問した。突然の来訪
者を不審に思うことを予想し、地域に顔が広い民生委員と一
緒に訪問した。訪問時、地域包括支援センターの活動内容
と、担当職員の写真つき自己PRを載せたチラシを配布した。
　また、「和（なごみ）倶楽部」「縁（ゆかり）倶楽部」の紹
介を行い、参加を促した。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　予想通り周知度は37％と低かったが、訪問を繰り返すこと
で86％まで上がった。繰り返し訪問したにもかかわらず、訪
問したことを覚えていない方や、明らかに何らかのサービス
の必要性があるが利用をしていない方などフォローが必要な
方が1.7％おり、見守り訪問を行っている。訪問したことに
より何らかの相談に繋がったケースが全体の８％あり、地域
の相談窓口としての役割が確立しつつある。≪表≫
　民生委員との訪問により、地域の特性や近所の様子などの
情報を得ることができ、地域全体を把握することができた。
民生委員も知らなかったケースもあり、民生委員からも「ま
たやって欲しい」という声が上がった。何より民生委員と共

取り組み内容のポイント
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同作業したことにより信頼関係が生まれ、協力体
制が整った。

□今後の展開
　今回行った戸別訪問は担当地区の一部であり、
今後は全地区を対象に行う予定である。地域の高
齢者の現状把握の後は、見守り体制の構築へと移
行していく為、商店や病院など住民の利用頻度の
高い機関への関係作りを行う予定である。東日本
大震災後、地域のつながりや絆の大切さが見直さ
れている。災害に強い地域、子供から高齢者まで
見守り体制の整った地域を目指して、活動を広げ
ていきたい。

地域包括支援センターの業務内容紹介（表）

訪問によって相談に繋がったそれぞれの相談内容

表　１回目の訪問で包括を知らなかった方へ２回目の訪問を行って周知度を上げた

地域包括支援センターの職員の紹介（裏）

□ 主な経費や財源及び人員等
・取り組みに係わった職員数　３名
　（職種等：主任ケアマネジャー・保健師・社会福祉士）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入） 543,508千円
※法人全体の事業規模（同上） 1,867,384千円
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地域に視点をあてた事業展開

社会的養護のノウハウを活かした地域の親子サロン
及び里親サロンの開催
サロンに参加するお母さんにアンケートを取りながら、誰でも気軽に、楽しく過ごせるサロンを目指している。

神奈川県 社会福祉法人 中心会 〒252-0244　神奈川県相模原市中央区田名10125
TEL：042-764-7046　FAX：042-764-7048

❖法人設立年

　　昭和28年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：５施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…４、訪問介護…１、短期
入所…３、通所介護…３、養護老人ホーム…１、
養護短期入所…１、訪問入浴…１、居宅介護支
援…２、地域包括…２、児童養護…１

❖法人の理念・経営方針

　私たちは、私たちが活動する地域社会において、
自分や自分の大切な人が抱える心身の障害や生活
環境上の問題によって、様々な「不自由」「生き
にくさ」を現に経験し、また、経験するだろうリ
スクを有する人々に対して、適切な専門性の担保
された養護、介護、及びこれに関連する諸サービ
スを提供することを通じて、誰もが自分の存在に
誇りを持ち、生きる喜びを享受するとともに、自
分の家族や隣人の存在を素直に喜ぶことができる
社会づくりに貢献します。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】中心子どもの家
【施設種別及び利用定員】児童養護施設　50名

❖活動内容

◇活動開始年：平成18年１月
◇ 活動の対象者：地域住民、乳幼児、小学生他
◇ 活動の頻度・時間：
・ サロンは毎月２回10時～ 15時（昼食持参でサ
ロン後もおしやべりしながら楽しく過ごしてい
る）
・ 施設は365日開放しており、事前に連絡をいた
だければ自由に活動の場として提供している。

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　児童養護施設の入所児童の７割近くが保護者からの虐待を
受けてきたという現状の中で、当施設で培ってきたノウハ
ウが地域に還元できないかと考え、子育て講座、育児相談、
ショートスティ等の子育て支援をこれまでも実施してきた。
「地域社会に根を張り、地域社会を育てるとともに、地域社
会に支えられる」という法人の信念もあり、当施設が相模原
市において、子育て中の母親、父親が何か困ったことがあっ
たら、気軽に相談できるような地域に根差した存在でありた
いと考えている。

□実施内容
　月２回、地域の子育て中の親子の交流の場、憩いの場とし
て、施設内のコミュニティホールにおいて毎回８組から15組
の親子が参加してワイワイと楽しく活動している。内容は、
近隣保育園の先生の指導によるリズム遊びや、市内の読み聞
かせサークルによる人形劇、英語遊び、布おもちゃ、制作活
動など様々で、保育士以外に里親、ボランティアの方々の協
力を得て行っている。今年の夏は、母親からの要望で、屋上
プールを開放し、９組の親子が参加し、とても喜んでいただ
いた。また、サロン以外にも、ベテラン保育士による子育て
相談、公民館へ出向き、「よろず子育て相談」を実施予定で
ある。
　施設は近隣の子どもたちにも活動の場所として提供してお
り、今までも、映画鑑賞会やクリスマス会など、子ども会の
行事や学校の謝恩会の会場として施設を提供している。
また、当施設は里親会事務局として里親支援も行っている。
里親相互の連絡窓口として、活動の拠点や研修の企画、里親
の啓発・啓蒙活動や相談窓口にもなっている。今年度は、新
たに、里親サロン「あじさいカフェ」をオープンした。里親
同士が楽しくおしゃべりをしながら、情報交換の場として利
用していただくことを目的としている。９月には、講師の先
生を招いて「木の手作りネックレス」制作を企画している。

取り組み内容のポイント
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□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　親子サロンでは、毎回、参加者にアンケートを
実施して、親子の要望、困った事等を受け、次回
のサロン活動に活かし、親子が気軽に参加できる
心地良いサロン作りを行い、母親同士の口コミに
よる参加者が増えている。サロン後に、施設内の
和室を開放して昼食を食べながら楽しく過ごして
いる。アンケートには、「お昼を皆で食べる場所
があって助かる」「遠慮なく参加できる」といっ
た声も聞かれ、サロン後もゆっくりと過ごしてい
かれる母親が増えている。また、サロン以外に
も、雨の日に室内の遊び場を提供したりと、普段
の日より施設の開放を行っている。

□今後の展開
　現在活動している場所を地域の親子サークルな
どにも開放し、施設を拠点にした地域の親子の関
わりを通して、相談事業など子育て中の親子の支

援にも努めていきたい。
　乳幼児も気軽に参加できるようキッズコーナー
の設置、授乳時に必要なパーテーションや、おむ
つ交換台も設置し、乳児のいるお母さんも安心し
て参加できるよう設備を整えていく予定。
　また、里親支援では、市内唯一の里親支援機関
として、里親啓発から養成と里親からも信頼され
る機関としてさらなる充実を図っていきたい。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
消耗品費 4,000円 地区社協助成金 20,000円
印刷費 4,000円 法人負担金 5,000円
材料費 6,000円 円
楽器・図書 9,000円 円
お茶代 2,000円 円
＜合計＞ 25,000円 ＜合計＞ 25,000円

・取り組みに係わった職員数　３名
　（職種等：保育士）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　205,704千円
※法人全体の事業規模（同上）　　　1,867,384千円

親子サロン「おもちゃばこ」

布おもちゃで遊ぼう

今日は何をするのかな？

お母さんと一緒に……
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地域に視点をあてた事業展開

地域住民を対象にしたスペースの提供
～地域交流室の貸し出し事業～
・地域住民に施設の資源のひとつである「場所」を提供する。
・貸し出しにより地域住民に福祉施設を身近に感じてもらい、施設のサポーターになっていただく。

神奈川県 社会福祉法人 中心会 〒243-0427　神奈川県海老名市杉久保南３－31－６
TEL：046-238-7681　FAX：046-238-7682

❖法人設立年

　　昭和28年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：５施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…４、訪問介護…１、短期
入所…３、通所介護…３、養護老人ホーム…１、
養護短期入所…１、訪問入浴…１、居宅介護支
援…２、地域包括…２、児童養護…１

❖法人の理念・経営方針

　私たちは、私たちが活動する地域社会において、
自分や自分の大切な人が抱える心身の障害や生活
環境上の問題によって、様々な『不自由』『生き
にくさ』を現に経験し、または経験するだろうリ
スクを有する人々に対して、適切な専門性の担保
された養護、介護、及びこれに関連する諸サービ
スを提供することを通じて、誰もが自分の存在に
誇りを持ち、生きる喜びを享受するとともに、自
分の家族や隣人の存在を素直に喜ぶことができる
社会づくりに貢献します。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】えびな南高齢者施設
【施設種別及び利用定員】
　 養護老人ホーム（50名）、特別養護老人ホーム
（50名）他

❖活動内容

◇活動開始年：平成19年
◇ 活動の対象者：住民
◇ 活動の頻度・時間：
・ 年間365日貸し出し可能
・実績－月平均43件124時間

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　地域交流室は広さ145㎡。床はフローリングで舞台もあり、
音響設備も充実している。主にボランティアが演奏などの活
動を披露する場として使用していた。ある時「行事を実施し
たいのだが場所がない」といった切実な訴えが自治会から施
設に寄せられた。自治会に地域交流室をお貸しすると、大変
喜んでいただけた。この経験を活かし、自治会の会合に出向
き、地域交流室をお貸しできることを積極的にPRした。ま
た施設広報誌を通じ、さらに多くの住民にこの貸し出し事業
をPRした。このような活動を行っていることは口コミでも
広まり、多くの趣味のサークルやスポーツサークルなどが地
域交流室を使用している。

□実施内容
　現在、登録している団体は18団体。登録人数は200名に近
い。料金は徴収していない。登録団体は太極拳、ダンスレッ
スン、母子サークル、よさこい踊りなど多岐にわたってい
る。年代も子供から高齢者まで様々である。
　利用に当たっては最初に団体登録をしていただき、ご利用
の一ヶ月前から予約を受けている。当日は予約時間までに来
ていただき、椅子・机・音響設備は自由に使用していただい
ている。地域交流室を使用したあとは、チェックリストに従
い後片付けをしていただいている。
　平均利用数は１日1.4件、連続３時間で利用する団体が多
い。ほとんどの団体は定期的に月利用している。９時から21
時を貸し出し時間としている。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　現在、登録している団体は18団体。登録人数は200名に近
い。料金は徴収していない。登録団体は太極拳、ダンスレッ
スン、母子サークル、よさこい踊りなど多岐にわたってい
る。年代も子供から高齢者まで様々である。
　登録団体のひとつである社交ダンスサークル「夢ダンスク
ラブ」に地域交流室の使用について、インタビューをした。

取り組み内容のポイント
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施設「地域交流室の貸し出しは何で知りましたか」
夢「他のサークルから教えてもらいました。今は
平均月２回利用しています」
施設「ここを利用する理由を教えてください」
夢「まず床のクッションがいいので、非常に踊り
やすい。あと職員の対応が良い。最初は『趣味の
サークルで使っていいのだろうか』と小さくなっ
ていたが、職員さんがいつも笑顔で挨拶してくれ
るので、気持ちよく借りられる。いつかこの施設
にお世話になるかもしれません」。

□今後の展開
　これからも地域住民に地域交流室の貸し出しを
PRしていきたい。場所だけではなく、音響設備
やプロジェクターが整っていること、またそれら
の機器を利用し、DVD上映会やパソコンを使用
した説明会などもできることを広報していきた
い。また利用してくださっている地域住民の方々
に施設の取り組みや内容をより知っていただくた
めに、行事参加やボランティア活動の呼びかけや
施設の資料を渡すなどして、より施設をサポート
していただくための活動を実施していきたい。

□ 主な経費や財源及び人員等
・取り組みに係わった職員数　16名
　（職種等：管理職、生活相談員、介護支援専門員、地
域包括支援センター職員、栄養士、事務員）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　570,168千円
※法人全体の事業規模（同上）　　　1,867,384千円

地域交流室でダンスレッスンを行う夢ダンスクラブ１

地域交流室でダンスレッスンを行う夢ダンスクラブ２

地域交流室
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地域に視点をあてた事業展開

地域社会への貢献事業
～団塊世代の生きがい活動支援「未来塾」について～
趣味の会（未来塾）の活動をとおして近隣にお住まいの団塊世代の方々の生きがい活動、ネットワーク作りの支援を行い、将来的にはボ
ランティア指導者を育成、地域社会に貢献できればと考えている。

奈良県 社会福祉法人 正和会 〒637-0077　奈良県五條市大沢町５－25
TEL：0747-24-4455　FAX：0747-23-6226

❖法人設立年

　　平成５年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：３施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…１、通所介護…１、ケア
ハウス…１、認知症対応型通所介護…１、老人
保健施設…１、通所リハビリテーション…１、
訪問介護…１、居宅介護支援…２、認知症対応
型共同生活介護…１

❖法人の理念・経営方針

理念… われわれ正和会は地域における最高の福祉
の充実を目指し日々精進することを旨とす
る

方針… われわれ正和会は単なるサービス業として
受け止めるのではなく福祉という崇高なる
理念に基づき情報も含むあらゆるサービス
の提供改善に努めます

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖活動内容

◇活動開始年：平成21年12月
◇ 活動の対象者：
　近隣にお住まいの団塊世代の方（概ね60才以上）
◇ 活動の頻度・時間：月12回　１回２時間

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　定年退職後の生活、子供の自立後の生活を早いうちから計
画をたてて迎える人は、そう多くはない。のんびりと、そし
て生きがいある充実した毎日を過ごしたい人、地域に貢献し
たいと思いつつ何をしたらいいのかも解らないまま日々過ご
している方も多いと話を聞いている。また、高齢になるほど
地域社会との接点も少なくなり、家に閉じこもりがちにな
る。これらは心身共に弱体化させ、ひいては認知症、要支
援（介護）状態の引き金になることも懸念される。趣味活動
は外出の機会を増やし、新しい仲間をつくることができ、は
りのある毎日へと通じるが、「60の手習い」は費用がかかり、
思うようにならないのが現実。法人は趣味活動の資金、指導
者、場所の提供、「一度やってみたかった」ことをやれる環
境づくり、長期的な視点から介護予防・生きがい支援と位置
づけ、地域社会への貢献事業として実施することとなった。

□実施内容
　平成21年12月から絵手紙、苔玉・ミニ盆栽つくり、竹細
工、陶芸の各コース共１ヵ月に２回程度開催　１回２時間で
各コース10名程度を定員としている。参加対象者は近隣にお
住まいの団塊世代の方を中心にし、参加費は無料、材料代は
自己負担としている。平成22年６月からトールペイント、パ
ソコン（ワード、エクセル）を追加、指導はボランティア、
低額な謝金で依頼している指導者、当法人職員が行ってい
る。作品作りに関しては「自画自賛」をモットーに、気楽な
雰囲気で活動し、その後はお茶とお菓子とおしゃべりで盛り
上がるサロン的な場所としても楽しい時を過ごしている。ま
た、多くの方に作品を見ていただき創作意欲を高める為、展
示する機会があれば出展し、広報活動も同時に行っている。
（法人行事「ボランティアの集い」「秋穫祭」「チャリティー
イベント」と地元のイベント「まきまつ」で作品展示）

取り組み内容のポイント
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□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　近隣にお住まいの方を対象に始めた事業であっ
たが、回を重ねる毎に職員からも参加希望があ
り、現在は地域の方と職員が混合で活動している
コースもある。今まで福祉施設との関わりが全く
なかった方が職員と交流することにより施設が身
近に感じられ、又職員は今まで気付かなかった事
を知り得ることができ良い機会となっている。又
作品を展示する機会を設けることで制作意欲も向
上し、なかには自宅で制作する方もおり力作がた
くさんできている。５月の連休には７日間、東日
本大震災の復興支援チャリティーイベントを開
催、作品の展示即売会を行った。多くの方にご来
場いただき、売上金12万円余りを義援金として被
災地へ寄付した。このように当初は思いもよらぬ
ことが展開し事業の本来の目的以外の効果も現れ
てきている。

□今後の展開
　当初13名だった参加者は現在38名。展示会など
を行うことにより口コミで広がり少しずつ増えて
いる。しかし男性は６名と女性に比べ圧倒的に少
ない。農村地帯であり退職後は趣味と実益を兼ね
た家庭菜園を楽しむ人が多いからか、また施設と
いう場所は男性にとって馴染みが少ないからかも
しれない。来年度は男性にも参加しやすいように
事業内容の検討をしている。事業継続を今後の目

標とし、成果は未知数だが笑顔が集う交流の場所
として地域住民に役立てていただきたいと考えて
いる。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
備品（初年度のみ） 1,750,650円 特養会計から 1,750,650円
講師謝金 200,000円 法人本郡から 344,800円
光熱水費 94,800円
消耗品費 50,000円
＜合計＞ 2,095,450円 ＜合計＞ 2,095,450円

・取り組みに係わった職員数　６名
　（職種等：管理者、総務部、事務員、介護職、運転手）
※法人全体の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　1,638,184千円

作品展示風景 絵手紙教室

東日本大震災復興支援チャリティ即売会
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地域に視点をあてた事業展開

軽費老人ホームでの「年齢の制限を設けない集いの場
－拠り所・居場所」の開発について
　　　　　　　　　　　　　　軽費老人ホームの多目的ホールを使い、利用については制限を一切、設けない
必ず何かをするという決め事はなく、集まり、語り合い、時には物を作り、一緒に歌い、遊びや趣味から繋がって、時間を共にし、血縁
に限らない様々な『縁』を作っていく。

大阪府 社会福祉法人 豊年福祉会 〒576-0016　大阪府交野市星田８－６－７
TEL：072-891-2029　FAX：072-891-2093

❖法人設立年

　　昭和55年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：11施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…２、軽費老人ホーム…１、
通所介護…３、訪問介護…１、居宅介護支援…
１、在宅介護支援センター…２、障害福祉サー
ビス（生活介護）…１、公益事業…１

❖法人の理念・経営方針

理念： 「すべての人と共に健康で生きがいある安
心した暮らしを」

基本方針：
　・ 常に利用者の立場にたち、喜ばれるサービス
をめざします。

　・ ソーシャルインクルージョンの理念に基づき、
地域福祉の課題に取り組みます。

　・ 研修などの充実を図り、利用者一人ひとりに
あった専門的なサービスをめざします。

　・みんなのために笑顔で接します。
　・ 風通しのよい組織、働くことが楽しい職場づ
くりをめざします。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載している
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】軽費老人ホーム明星
【施設種別及び利用定員】
　軽費老人ホームＡ型　50名定員

❖活動内容

◇活動開始年：平成23年６月11日
◇ 活動の対象者：地域の高齢者、小学生、住民
◇ 活動の頻度・時間：
　今のところ数ヶ月に１度　３時間程度

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　年齢を問わず、地域の中には様々な福祉課題を持つ人が
いる。家族がなく独り暮らしで普段殆ど誰とも交流のない
人、近所や地域のいろいろな人の中で話すことに気おくれし
たり、ためらったりする人、孤立や排除されてしまいそうに
なっている人がいる。それらの人々が孤独や寂しさや焦りや
戸惑いや悲しさをやわらげることができ、伸び伸びと安心し
て自分でいられるような場所―『拠り所・居場所』があれ
ば、と考えた。
　当法人には『軽費老人ホーム明星』がある。年齢も状況も
様々な人が持てる力を発揮し一つ屋根の下で暮らしている。
創設当初から理念として地域に開放された施設を目指し、具
体的な取り組みを行ってきた。心身機能の低下を伴う高齢期
のステージにあって、養われる支えあいは、幅広く他者を受
け入れるソーシャルワークの実践の場となっている。その懐
の深さと『居場所づくり』を融合させたいと考えた。老若男
女問わず、仕事に就いている人いない人、幼児も中学生も、
幅広い年代の人が集まり、そこに軽費老人ホームの入居者も
交流し、気楽に集えて交流する場所であることを目指したい。

□実施内容
　平成23年６月11日に初めての集まりを行った。計大人８名
（地域住民であるも保健師、社会福祉士として就労している
人が数名いる）、小学生３名　保育園児１名　12名。
【行った内容】自己紹介、色紙で七夕さんの短冊や飾りつく
り、健康相談と足の体操、カードゲーム、囲碁将棋、想いの
語り合い
【場所のセッティング】
① 　薄い敷き布団とタオルケットを２組敷く。⇒「こういう
気軽な場所なのですよ」というメッセージ
② 　応接セット・椅子とテーブル③座机二客④ポットとお茶
とお菓子

【ツール】
①色紙　②文房具－はさみ、マジック、ペン　③カードゲー

取り組み内容のポイント
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ム「レインボウスネーク」

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　活動をしてみて、以下のような効果があったと
考察する。
　まず、普段どこかに行くあてがない人にとって
は、《予定ができる楽しみ》ができ、高齢男性Ｈ
さんは数日前から行くところがあることが楽しみ
だったと言われた。Ｈさんの近隣者であるＳさん
は二人が同じ目的で同じ行動をすることで、親し
みを感じていた様子だった。また、３歳児Ｍちゃ
んに「おじいちゃん」と懐かれふたりは向き合っ
てカードゲームを行い、Ｈさんは７歳児Ｋ君と将
棋をするという《子どもと交わる楽しみ》があっ
た。ＨさんはＫ君に将棋を教え、人に何かを教え
ることができる《有用感をもつ楽しみ》を味わっ
た。高齢で持病があるＳさんとＨさんは参加者の
中に保健師として働いているＲさんに《健康面の
相談ができ、体操も教わり新たな知識を得る》こ
とができた。
　子どもたちの側からすればＭちゃんやＫ君に
とっては、普段あまり交わることのない小学生や
おじいちゃんと遊び、《年代を超えて交わる楽し
み》を知った。前日に軽費老人ホームとの交流会
で来てくれた地域の小学校の生徒２名が、何の戸
惑いもなくホームに「また遊びにきたい」と思っ
てくれて自然に仲間に入って
ひと時を過ごし、《地域の子
どもが来て、見知らぬ人の中
で交わる楽しみ》ができた。
　今回は６月ということもあ
り、色紙で七夕飾りを作った
のだが、色を相手にするので
気持ちの華やぎがあった。願
いごとを託すということは世
代や年齢を超えて関心を持っ
て取り組めることであり、
《みんなで同じことを楽しめ
る》という一体感を味わっ
た。
この会の始まりから終わりま
で、軽費老人ホームの入居の
方たちが外部からの人々をに
こやかに受け入れ、《施設と
して、多世代の方がホームに

来ていただきホームとして活気が出た》。
終了後の声として、　「自分はずっと孤独に過ごし
ていたから、ああして大勢の人の中にいてうれし
かった。」「おじいちゃんと遊んで楽しかった。」　
「子どもが近寄ってきて、可愛かった。」　「子ども
が孫みたいに思った。」　という言葉が並んだ。

□今後の展開
　遊び（心）や趣味、楽しみからつながって、時
間や場をともにすることで地域の中の大家族（血
縁に限らない、さまざまな“縁”を構築していき
たい。
　暖かみのある場所であり、必要に応じて学びの
場所にもして、生活に必要な知識やノウハウを身
につける機会の提供場でありたい。
　行き場を見つけにくい人々の『拠り所』を目指
し、ソーシャルインクルージョンの実践につなげ
ていきたい。

□ 主な経費や財源及び人員等
・取り組みに係わった職員数　４名
　（職種等：社会福祉士、介護福祉士、介護支援専門員等）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　120,000千円
※法人全体の事業規模（同上）　　　1,140,000千円

近くの子どもも飛び入り参加 三世代？四世代？の交流

年齢差70才の将棋対決！ 靴を脱いでのくつろぎの時間
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地域に視点をあてた事業展開

地域のみなさまの健康づくりとふれあいを目的に
「第１回鳥取福祉会健康ウォーク」開催

　　　　　　　　　　　　　　鳥取福祉会においでいただき、参加者同士、地域住民、職員との交流を図ることを第一の目的とし、老若
男女を問わず簡単に行える運動「歩く」という行為をとおして、自然とふれあいながら心身ともに健康維持、増進を図ることを第二の目
的とした。そして、地域の方々を中心に鳥取市全体に広く参加を呼び掛けた。

鳥取県 社会福祉法人 鳥取福祉会 〒680-0873　鳥取県鳥取市的場２丁目１番地
TEL：0857-51-7272　FAX：0857-51-7273

❖法人設立年

　　昭和53年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：29施設
②経営施設・事業：
　 特別養護老人ホーム…１、短期入所…１、養護
老人ホーム…１、特定施設入居者生活介護…１、
認知症対応型共同生活介護…１、小規模多機能
型居宅介護…１、通所介護…３、訪問介護…１、
訪問入浴…１、居宅介護支援…３、就労継続支
援Ａ型…１、就労継続支援Ｂ型…１、生活介護
…１、保育所…８、一時預かり…３、母子生活
支援施設…１、地域子育て支援…１、児童館…
11

❖法人の理念・経営方針

【基本理念】
「ともに生きる社会」を基調とし、地域に広がる
福祉の文化の創造を推進します。
【基本方針】
１．一人ひとりの人権を尊重し、誰もが心身とも
に健やかに育成されるよう支援します。
２．かけがえのない社会の一員として自立支援に
努めます。
３．地域に愛され、地域に開かれた施設づくりを
します。
４．常に職員の資質向上をはかり、良質なサービ
スを提供します。
５．透明性を堅持し、健全かつ活力ある法人経営
をします。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】法人本部
【施設種別及び利用定員】
　本部主動で法人全体の取り組み

❖活動内容

◇活動開始年：平成22年10月
◇活動の対象者：主に鳥取市民
◇活動の頻度・時間：１年に１回

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　当法人は、昭和53年に保育所の開設とともに設立された法
人で、障がい福祉、老人福祉など鳥取市の総合的な福祉の担
い手として躍進してきた。
　このような中、平成21年度からの中期経営計画のビジョン
「利用者、地域から選ばれ信頼される法人を目指し、地域と
の繋がりを強化しながら、経営基盤の強化と安定を図る」を
掲げ達成に向けて努力している。
　その初年度の平成21年度に職員有志とその家族65人が鳥取
市内に12㎞と８㎞のウォークコースを設定し歩きながらごみ
拾いを行った。歩きながらごみを拾うことが地域貢献と環境
の良い暮らしが地域住民の健康増進になればとの趣旨で実施
したものであった。
　当日は非常に天候も良く参加した職員全員が心地よい汗と
気持ちよさを感じ、昼には参加者全員で用意したおにぎりと
豚汁を食べ、和やかに食事をしながら感想や課題、反省など話
し合った。この気持ちよさを地域の方々にも味わってほしい
という気持ちが強く、反省会とともに実行委員会を立ち上げ
平成22年度「第１回鳥取福祉会健康ウォーク」開催に至った。

□実施内容
　「第１回鳥取福祉会健康ウォーク」は、～地域のみなさま
の健康増進とふれあい～をテーマに、ボランティアに参加す
る職員は一丸となって、参加者のみなさまを「おもてなしの
心」で迎えることとした。
　法人本部を会場及びスタート・ゴールとし、法人職員から
募集したボランティアがそれぞれの担当、役割を務めた。
■開催日　平成22年10月17日（日）10：00スタート
■参加者　122名
■ボランティア　66名
■コース　12㎞、７㎞
■ サービス　水分補給、おにぎり・豚汁、写真撮影、血圧測
定、因幡万葉歴史館入館（コース途中）
■参加費　無料

取り組み内容のポイント
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□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　参加者は最年少３歳から最年長83歳まで年齢層
は幅広く全員完歩。そのうち参加者89名にアン
ケートに答えていただいた。
　コース、サービス等に関する項目の意見として
は「景色がよく、自然がいっぱいで気持ち良かっ
た。」「おにぎり・豚汁が大変おいしかった。」な
どで、大会全体に関する項目では「来年も是非、
開催してください。」「次回も参加したい。」「職員
の方、皆親切でとても良かった。」などのありが
たい意見が非常に多く記述してあり、感動すると
ともに次年度以降も継続することとなった。
　ボランティアである職員の温かさが通じるかと
心配したが、参加者の皆様が帰られる際には「あ
りがとう。」「おいしかった。」「来年もまた来る。」
などと感謝の気持ちを言われ、主催者として本当
に開催して良かったと感じる瞬間であった。さら
に、法人全体の職員がボランティアとして参加し
たため普段会う機会の少ない職員同士の交流がで
きたことも大きかったと考える。

□今後の展開
　現在「第２回鳥取福祉会健康ウォーク」開催に
向けて、昨年の反省を基に前回よりどのように
したら参加者の皆様に更に喜んでもらえるのか、
より多くのニーズに応えられるのかコース設定、
サービス向上、PRの方法などについて実行委員
会で検討中である。
　鳥取市内で当法人が41の事業を展開させていた
だいているのも、地域のみなさまの協力なくして
は成り立たないということを肝に銘じ、社会福祉

法人として今後も地域との繋がりを強化しなが
ら、利用者、地域から選ばれ、信頼される法人を
目指していきたい。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
宣伝費 114,408円 法人自己財源 312,652円
消耗品費 80,030円
万葉歴史館入館料 24,800円
食材費等 93,414円
＜合　計＞ 312,652円 ＜合　計＞ 312,652円

・取り組みに係わった職員数　66名
　（職種等：管理職、介護士、保育士、看護師、相談員、
調理員、栄養士等）
※法人全体の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　3,315,601千円

第１回大会ウォーク参加者 第２回鳥取福祉会健康ウォークパンフレット

第１回大会出発風景
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地域に視点をあてた事業展開

行事活動を通しての地域との連携

地域住民に当施設をよく知って、身近に感じ、いつでも出かけていただけることが出来る施設であり、緊急時にはお互いが協力体制を取
れるような施設であることを目指し取り組んでいる。

鳥取県 社会福祉法人こうほうえん 〒684-0071　鳥取県境港市外江町2680番地
TEL：0859-44-0419　FAX：0859-44-0419

❖法人設立年

　　昭和61年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：16施設169事業
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…７、軽費老人ホーム…５、
短期入所…７、通所介護（老人デイサービス事
業）…18、小規模多機能型居宅介護事業…５、
生活支援ハウス…４、認知症対応型共同生活介
護…８、老人居宅介護等事業（訪問介護）…４、
介護老人保健施設…３、訪問看護事業…３、訪
問入浴…１、福祉用具貸与…２、居宅介護支援
…５、地域包括支援センター…３、高齢者向け
優良賃貸住宅…１、高齢者専用賃貸住宅…２、
特定施設入所居生活介護…５、通所リハビリ
テーション事業…５、短期入所療養介護事業…
３、リハビリテーション病院…１、保育所…６、
障害福祉サービス事業…５

❖法人の理念・経営方針

＜理　念＞
「わたくしたちは　地域に開かれた　地域に愛さ
れる　地域に信頼される　『こうほうえん』を目
指します」
＜基本方針＞
「わたくしたちは　サービス業のプロとして　正
しい情報を伝達し　自分が受けたい　保健・医療・
福祉サービスの　提供・改善に努めます」

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　デイハウス　とのえの家
【施設種別及び利用定員】
　通所介護　19名

❖活動内容

◇活動開始年：平成16年６月
◇ 活動の対象者：地域住民、ご利用者
◇ 活動の頻度・時間：
　月１回　１回当たり１～２時間

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　当法人では、「地域に開かれた、地域に愛される、地域に
信頼される」施設・サービス提供づくりを理念に掲げてい
る。
　平成16年２月に地域に根ざした施設を目指して、古い民家
を改修して「デイハウスとのえの家」開所。
 開所当初は地域（外江町）のご利用者も少なく、また地域
住民とも挨拶を交わす程度で困惑していた時に、開所前より
お世話していただいた近所の方より「ちょっと言い難いんだ
けど…」と話を切り出され、「近すぎるから通わせるのは…」
「懐かしい家だから行ってみたいけど、何にも無いのに行け
ないよね…」など普段地域の方が感じておられることを聞く
ことができた。地域の中に施設が浸透されていない状況で
あった。職員が地域に出かけ、また施設に来ていただき「デ
イハウスとのえの家」を知っていただく事、身近に感じてい
ただく企画として「パンパーティー」の開催をした。施設内
で交流行事をすることでご利用者やご家族、地域住民が集ま
りできあがったパンを食べながら楽しいひと時を過ごし定着
に結びついた。
　そして、夏祭りや秋祭りで子供たちとの交流、防災協定を
締結し地域住民と共に防災訓練実施など色々な展開に至っ
た。

□実施内容
①パンパーティーの開催
《通常》　ご利用者と共に案内状作成、配布、パン（ロールパ
ン・チョコパン・アンパン等）作りを行い、当日来苑してく
ださった方々の健康チェック（血圧、脈拍、体温、あかん
べーチェック、その他相談）を行い、その後一緒にリハビリ
体操を行いできたてパンと飲み物でティータイムを楽しむ。
《演芸》　公民館活動で行われている踊り・歌などの演芸の発
表の場として活用していただき、その後通常通りのパンパー
ティーを実施。
《介護教室》　職員が講師となり身近な事に関しての勉強会を

取り組み内容のポイント
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行い、その後通常のパンパーティーを実施。
②夏祭り・秋祭りの開催
夏祭り（７月か８月）…子供たち中心で、大人も
楽しめるように工夫している。　
秋祭り（10月か11月）…文化祭も兼ねてご利用者
の作品展示・１年間の思い出掲示等行い施設内で
の様子を紹介している。
③防災訓練
　地域の方と一緒に年２回実施している。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

・職員とご利用者と一緒に一軒ずつ案内状を配布
する事で、地域の方々と直接お話が出来るよう
になり、施設に訪れてくださる方が増えてき
た。
・公民館活動の発表の場になった。
・地域住民を対象にアンケート調査を実施、その
結果（健康相談・介護予防教室）につながっ
た。
・自治会活動（運動会出場依頼・ソフトボール大
会出場依頼・公民館祭り手伝いなど）への参加
も増えた。
・2010年８月31日付けで、小さな単位（１つの
区）ではあるが、防災協定締結するに至った。

□今後の展開
　開所後８年目を迎え地域の中にやっと小さな芽
が芽生えたように感じられるようになってきてい

る。しかし、まだまだ大きく成長して深く根を
張って行かなくてはならないと考える。
「継続は力なり」の言葉通り、今まで続けている
ことは進化させながら継続し、防災関連において
は、協定締結して終わりではなく、今後は協力体
制の構築に向けてより一層努力していきたいと考
えている。

□ 主な経費や財源及び人員等
・取り組みに係わった職員数　８名
　（職種等：主任相談員、介護福祉士、介護士、看護師）

ご利用者と共に案内状配布 地域の方と共に防災訓練実施
（消防署員に指導を受けての消火訓練）

パンパーティー風景
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地域に視点をあてた事業展開

なんぶ幸朋苑における予防リハビリの現状と今後

高齢者の自立支援を目指し、地域との関わりの中で、介護予防通所リハビリテーション事業を中心に、いきいきとした生活を送っていた
だくよう、施設、事業所、地域包括支援センター一体で活動している。

鳥取県 社会福祉法人こうほうえん 〒684-0021　鳥取県米子市石井1238　なんぶ幸朋苑
TEL：0859-26-5566　FAX：0859-26-5570

❖法人設立年

　　昭和61年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：16施設169事業
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…７、軽費老人ホーム…５、
短期入所…７、通所介護（老人デイサービス事
業）…18、小規模多機能型居宅介護事業…５、
生活支援ハウス…４、認知症対応型共同生活介
護…８、老人居宅介護等事業（訪問介護）…４、
介護老人保健施設…３、訪問看護事業…３、訪
問入浴…１、福祉用具貸与…２、居宅介護支援
…５、地域包括支援センター…３、高齢者向け
優良賃貸住宅…１、高齢者専用賃貸住宅…２、
特定施設入居者生活介護…５、通所リハビリ
テーション事業…５、短期入所療養介護事業…
３、リハビリテーション病院…１、保育所…６、
障害福祉サービス事業…５

❖法人の理念・経営方針

＜理念＞
「わたくしたちは　地域に開かれた　地域に愛さ
れる　地域に信頼される　『こうほうえん』をめ
ざします」
＜基本方針＞
「わたくしたちは　サービス業のプロとして　正
しい情報を伝達し　自分が受けたい　保健・医療・
福祉サービスの　提供・改善に努めます」

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載している
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　介護予防通所リハビリテーション　なんぶ幸朋苑
【施設種別及び利用定員】
　介護予防通所リハビリテーション　30名

❖活動内容

◇活動開始年：平成18年４月
◇ 活動の対象者：地域住民　予防リハビリ利用者
◇ 活動の頻度・時間：
　介護保険（予防）週４回
　介護保険外予防事業　週２回

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　米子市の総人口約150,000人に対し介護予防事業所を管轄
する地域包括支援センターは市内に７箇所、なんぶ幸朋苑は
その内の一つ「尚徳地域包括支援センター」のエリアに属
し、総人口は12,740人で、幾つかの住宅地を除き大半が農業
を中心とする地域特性を持っている。65歳以上の高齢者は
3,429人で高齢化率は26.9％と、市内でも高い数値であり、そ
の中にあって高齢者の自立支援を促進する観点から平成18年
に介護予防事業を立ち上げ、高齢者が健康で生き生きとした
生活を送れるよう取り組んできた。高齢者の多くは住み慣れ
た地域で暮らす事を強く望んでおり、地域全体で支えるため
に、我々がその一翼を担うとともに、地域に開かれた事業所
となるよう支援体制の確立に努めてきた。この地域の伝統的
な特質である家庭や地域の互助、共助機能が弱まりつつある
なかで、高齢者の社会的繋がりを維持していくため、予防事
業は今後の高齢者支援体制構築の貴重な礎としての役割を果
たすものと確信している。

□実施内容
　平成18年４月に予防リハビリが独立スタートしたときの利
用者は４名だった。予防リハビリには介護保険外の米子市の
予防事業がある。現在では介護保険・２次予防事業・１次予
防事業を含めると、ひと月の実利用者数96名,延利用者数531
名まで増えてきた。主なサービス内容としては全身体操とマ
シントレーニングの併用で体力の維持向上を図ると共に、積
極的に苑外へ出かけたり、80 ～ 90名になる苑内の通所事業
所全体でのレクリエーションに参加するなど、社会的関わり
を実感出来るように、また孤独感のない生活が送れるように
工夫を凝らして取り組んでいる。要支援者は地元地域包括支
援センターからの利用が75％、他地域からは25％であるのに
対して市の２次、１次の予防事業は100％地元からの利用で
ある。護送船団ともいえる送迎には上記事業の区別はない。
区別がないからまとまって来やすいし、なじみが広がるのだ
と利用者が話される。ゆっくり会話の時間を費やしていただ

取り組み内容のポイント
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くように小サロンも設置し動き出している。ト
レーニング以外は時間刻みということはしていな
い。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　地域との深い関わりのなかで「自らの健康管理
と日常生活の充実を図る事ができ、以前の生活に
はなかった楽しみができた」という声をよく聞く
ようになった。コミュニティーの中での存在感を
実感できる場所になっているという事ではないだ
ろうか。その裏にはリハビリ、介護、地域包括支
援センタースタッフ等の連携と事業の計画性や
個々に対する適切なプランと評価が存在している
と感じている。一方で、介護はまだ不要だと考え
ている無関心期の高齢者には、「予防」という視
点が大切であることを伝えてきた。それによって
住民の健康意識も高くなった。予防利用者の中に
は長年ボランティアで、苑内にある特養の利用者
に生き生きとして昔話の読み聞かせを行っている
方もある。そうした技を発揮していただくよう職
員は目配りしているし、雰囲気の高揚が活性化の
バロメーターとして跳ね返ってくるので仕事のや
りがいを感じている。また今年度より、予防の観
点から、認知症早期発見対策として、利用者全員
を対象にタッチパネル式物忘れプログラム用いた
チェックも行っている。今後は結果を追って認知
症ケアに繋がる取り組みを考え実践していきたい
と考えている。

□今後の展開
　今後、当地においても高齢化率は増加の一途を
辿り、予防のニーズが急速に高まると予想され
る。事業所の定員をそう簡単に増やすことは難し
く、また職員だけでの総合的な支援にも限界があ
る。そのためには早い段階で関係機関や住民団体
との連携を図り、地域支援体制の編成に寄与すべ
く取り組みたいと考えている。包括支援センター
が管轄する中学校区というやや広い、しかし強い
関係で結ばれている地域住民と、職員や利用者と
の交流のなかで信頼関係を構築し、地域の高齢者
の活性化に向けて前進して行きたいと考えてい
る。

□ 主な経費や財源及び人員等
・取り組みに係わった職員数　30名
　（職種等：理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、介
護福祉士、看護師、介護支援専門員）

なんぶ幸朋苑デイケアにおける参加実人数（23年９月は見込み）

リハビリスタッフによる指導風景

個々に合った作業等の活動風景
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おうぎの森のだいどころ
　ごはんの先生は今日もゆく！
ずばり、「簡潔な内容で忘れない、実生活で役立つ！」を目標に講演しております。
いくら素晴らしい講義やレクチャーをしても、それが実際に使えなければ意味がありません！

埼玉県 社会福祉法人 永寿荘 〒331-0071　埼玉県さいたま市西区高木602
TEL：048-625-5000　FAX：048-625-7861

❖法人設立年

　　平成14年12月

❖法人実施事業

①経営施設数合計：４施設10事業
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…２、短期入所…１、通所
介護…１、保育所…１、一時保育事業…１、地
域子育て支援事業…１、リハビリデイサービス
…１、居宅介護支援事業所…２
　 （保育所、一時保育事業、地域子育て支援事業
他５事業を平成24年度開設予定）

❖法人の理念・経営方針

『For The Community ～地域の皆さまのために
私たちができること～』社会福祉法人永寿荘は、
『For The Community ～地域の皆さまに私たち
ができること～』を法人理念に掲げ、地域でオン
リーワンの施設を目指しております。地域に耳を
傾け、地域でお困りの皆さまのニーズに合わせた
サービスを提供し、地域全体が笑顔でハッピーに
なるように、永寿荘の活力をお届けしています！

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　社会福祉法人永寿荘　栄養室
【施設種別及び利用定員】
　 特別養護老人ホーム扇の森…120名（内ショー
トステイ…20名）
　 デイサービスセンター扇の森…40名、おうぎ
の森保育園…72名、
　特別養護老人ホーム今羽の森…100名　等
　 栄養室は法人すべてにおけるご利用者様の栄
養・健康管理をしております。

❖活動内容

◇活動開始年：平成21年４月
◇ 活動の対象者：
　赤ちゃんからお年寄りまで、すべての方！
◇ 活動の頻度・時間：
　平均して月１～２回、１回１～３時間程度実施。

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　社会福祉法人永寿荘は、平成16年に特別養護老人ホーム
を、平成19年に保育園の運営を開始。特養ではお年寄りの栄
養ケア・マネジメント、保育園では乳幼児の食育を栄養士・
管理栄養士がそれぞれ担当。
　転機は平成21年１月、それぞれの栄養士・管理栄養士がす
べての施設の栄養業務ができるように、と「栄養室」が誕生
したときだった。今までそれぞれの施設でバラバラだった栄
養士・管理栄養士・調理師等総勢７名が集まり、知恵を出し
合って栄養ケア・マネジメントも食育も全員で携わるように
なった。三人寄れば文殊の知恵という言葉があるように、７
名集まった栄養室はすべてのライフステージにおける栄養に
ついて網羅できた。これは永寿荘だけに留まらせておくのは
もったいない！地域の皆さまのために私たちができることは
これだ！
　平成21年４月、埼玉県食育ボランティアに「おうぎの森の
だいどころ」と銘打ち、栄養室こと「ごはんの先生」の活動
が始まった！

□実施内容
　埼玉県食育ボランティアに団体登録している。今まで小学
校、特別支援学校、保健センター、子育て支援センター等で
活動してきた。基本的には、ご依頼者が埼玉県食育ボラン
ティアに登録している個人・団体に直接連絡し、希望に沿っ
たボランティアができるか等をすり合わせて実施。しかし、
「おうぎの森のだいどころ」は来るもの拒まず！私たちの知
識が必要とあれば、埼玉県全土、どこへでもゆく！
＜今までの実施履歴抜粋＞
①久喜市立清久小学校
　対象者：小学４年生とその保護者
　内　容：講義 【お箸の正しい持ち方】【バランスの良い食事】
　　　　　実習【簡単にできるヘルシーおやつ】
②越谷西特別支援学校
　対象者：保護者

取り組み内容のポイント
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　内　容：講義 【楽しく食べることは、楽しく生
きること】【食生活についてのお
悩み相談会】

　　　　　実習 【調理法でこんなに違う？！低カ
ロリー術】

③さいたま市西区保健センター
　対象者：保護者
　内　容：講義 【お箸の正しい持ち方】【子ども

の食生活】
④おうぎの森保育園子育て支援センター
　対象者：保護者
　内　容：講義 【離乳食について】【食中毒につい

て】【子どもの好き嫌いについて】
　　　　　実習 【簡単おやつ：マフィン、蒸しパン、

ゼリー等】【チョコレート作り】等

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　ごはんの先生の一人が、おうぎの森保育園の栄
養士と知ってくれたお母様は「こんなそばに頼れ
る栄養士さんがいて良かった！」と言ってくれ
た。また、特別支援学校のお母様からは、「今日
の講義は目からウロコでした。今日の夜ごはんか
ら早速実践します！」というメッセージをくれ
た。ご依頼者である学校の先生からは「ボランティ
ア（費用無料）なので、正直期待していなかった
のだけど、本当に役に立つ講義や実習で、今まで
開催した保護者会の中で一番内容が濃かったし、
保護者から絶賛の声がたくさんなの。またお呼び
してもいいかしら？」とお電話をいただいたりし
た。「もう一度ききたい」との声もたくさんいた

だいている。これらは、講義や実習の内容が実践
的で使えるものであったからだと確信している。

□今後の展開
　この活動が地域の皆さまの心に少しでも残り、
食事や健康、育児、介護についての不安や心配事
がなくなるようにと願いをこめて、これからも埼
玉県食育ボランティアに団体で登録をし続け、さ
らに広い地域の皆さまのお役に立ちたいと思って
いる。おうぎの森保育園での子育て支援センター
では、今年度から毎月「食育アラカルト」という
地域向けの食育活動を開催した。
　また、３月11日におきた東日本大震災では、予
想外の放射能問題まで引き起こした。食の安心が
さらに危ぶまれるこの時代だからこそ、私たちの
ような栄養士が正しい情報を発信していくべきな
のだと感じている。埼玉県食育ボランティアとし
て何ができるのかを考え、適切な活動をしていく
所存である。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
配布資料等材料費 5,000円 法人負担額 10,000円
試作品食費 2,000円
その他雑費 3,000円
＜合　計＞ 10,000円 ＜合　計＞ 10,000円

・取り組みに係わった職員数　７名
　（職種等：栄養士・管理栄養士・調理師）

【バランス良い食事】三色食品群知ってるかな？

調理実習を前にワクワク！ 【低カロリー術】に真剣そのもの

「おいし－！」家でも作れる簡単おやつできました！
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地域における養育力向上を目指して

地域の小中高生に、園児とのふれあいを通して養育力をつけてもらい、地域における将来的な養育力向上をねらいとした活動である。各
参加者に対する自己評価表作成及び個別養育力向上プログラム策定を行い、スキルアップの「みえる化」を計った点にポイントがある。

東京都 社会福祉法人 ダビデ会 昭島ナオミ保育園
〒196-0034　東京都昭島市玉川町１-10- ４
TEL：042-545-3561　FAX：042-545-3564

❖法人設立年

　　1979年３月７日

❖法人実施事業

①経営施設数合計：１施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　保育所…１

❖法人の理念・経営方針

１．健全育成
２．福祉的教育支援
３．地域福祉サービス推進

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載している
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　昭島ナオミ保育園
【施設種別及び利用定員】
　保育所　108名定員

❖活動内容

◇活動開始年：2007年４月
◇ 活動の対象者：
　地域の小学生、中学生、高校生対象
◇ 活動の頻度・時間：
・ ７、８月期　夏休み期間を利用して、１日８時間
　（８：30～４：30）
・月曜日～土曜日

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　少子高齢化が著しくかつ、「青少年と共に歩む都市宣言」
を強いられる地域がらもあり、現状はあそび場の減少に伴
い、行き場のない小中高生が、特に長期休暇中ゲームコー
ナー等へと集中し、トラブルが絶えないといった状態であ
る。また卒園生の保護者から寄せられる相談内容についても
深刻化しており、卒園後の子ども達の将来を苦慮していた。
また、養育力の低下した親による被虐待児の増加や小学生や
幼児を対象とした、いたずら、かつあげ、いじめまがいの行
為が「不審者情報」として毎日のように送られてくる現状に
日々悩まされ、保育所として出来る事はないかと模索してい
た。その折、中高生の職場体験が始まった。これをヒントに
夏休み等の長期期間を利用した、地域の小中高生対象に保育
所体験事業を実施してみたらどうかと考えた。そこで、参加
者募集にあたり、保育所内の職員の意識改革に着手した。当
時は、保育所保育の重要性をかんがみると、地域に手を出し
ている余地はないといった意識が主流であった。しかし、地
域に生きる保育所保育の重要性を説くうちに保育所体験事業
開始に理解を示しはじめた。そこで開始に踏み切ったのであ
る。

□実施内容
　健全育成及び道徳的な題材の推薦図書の紹介と同時に、各
年齢における園児交流の諸注意を、活動開始期間中毎朝定刻
に行う。この時点で、１日の自己目標を各自が立て、１日の
活動終了時に目標と照合しながら自己評価を記載する。ま
た、各参加者に個別養育力向上プログラムを策定し、それを
基にして各クラスリーダーが策定一覧表に記載していく。無
記載の項目は、各参加者のこれから取り組むべき課題を示す
ことになる。こうした一覧表を基に全職員で参加者にその項
目に対する指導援助を行う。そして活動の終了時に、各参加
者への指導援助の方法やプログラムの全行程を通じた反省
点、改善点等を出し合い、翌年へつなげる。こうした一連の
行為により、Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａサイクルが回ることになり、全

取り組み内容のポイント
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参加者が各プログラム終了時及び、一年一年確実
に力をつけていく事となるのである。また、参加
者に指導援助をする職員にとっても、１つの事柄
を伝達、伝授するスキルが向上することになり、
組織としての人材育成力向上につながる。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　活動開始時は、参加者が２人だったうえに保育
所職員の意識も、大変面倒な仕事が加わり負担感
いっぱいであった。しかし、リピーターが増える
につれ、力を付けてきた子ども達が、保育助手の
仕事を楽々とこなすようになると、子ども達の潜
在的な養育力向上への援助が、保育に役立つ実践
力の担い手育成にもなると実感し、このプログラ
ムに積極的になった。そして、参加者育成の過程
で指導援助力が向上しそれが、新人育成にもつな
がり組織的な人材育成力向上へと発展した。ま
た、参加者も年々増え、現在では募集開始後ほぼ
１週間以内に定員に達してしまう。その一因とし
て、プログラム終了時の作文指導の成果が各学校
で取り上げられ、さらなる応募者数の増加をよん
でいることがあげられる。さらに園児も、この交
流を喜び、あそびに広がりが出ている。地域住民
からは例えば小中高生とサッカーをする１歳児を
見て絶賛されている。

□今後の展開
　今後の課題としては、本事業における地域の養
育力向上を目指す主旨からすれば、なるべく多数
の応募者を受け入れたいが施設の許容範囲等の都
合もあり、定員を設けざるを得ないことがあげら

れる。また、学童補助用の教職員を専属で設けた
いが、その人件費を捻出できずにおり園長を含む
職員のボランティアで成り立っている。現在、参
加者から長期休暇期間中のみならず、年間を通じ
ての事業活動を切望されており、施設の許容量や
人件費等の課題をいかにすべきか、定員はどうす
べきかといった点について試案中である。そこで
今後は指導者の役割を担うボランティア人材とし
て、シルバー人材を生かす取り組みを考案し、こ
の事業を発展させたいと模索している。

□ 主な経費や財源及び人員等
・取り組みに係わった職員数　８名
　（職種等：園長、理事長、保育士）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入） 183,788千円
※法人全体の事業規模（同上） 186,597千円

２才児活動：ねかせるのもコツがあるんだよ!! 朝礼：今日の目標は何にしようかな?!

０～１才児活動：オムツかえもかなり上手
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食事を通じて、職員の専門的知識、スキルを地域住民に
開放し、役立てる。
高齢化社会に向けて、社会福祉法人として地域に向け、介護の専門職として、情報発信していく。
「口腔ケア」「食事介助」「形態別食事の説明・試食会」等の勉強会の実施。

神奈川県 社会福祉法人 中心会 〒243-0431　神奈川県海老名市上今泉４－７－１
TEL：046-231-7152　FAX：046-231-5449

❖法人設立年

　　昭和28年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：５施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…４、訪問介護…１、短期
入所…３、通所介護…３、養護老人ホーム…１、
養護短期入所…１、訪問入浴…１、居宅介護支
援…２、地域包括…２、児童養護施設…１

❖法人の理念・経営方針

　私たちは、私たちが活動する地域社会において、
自分や自分の大切な人が抱える心身の障害や生活
環境上の問題によって、様々な「不自由」「生き
にくさ」を現に経験し、または経験するだろうリ
スクを有する人々に対して、適切な専門性の担保
された養護、介護、及びこれに関連する諸サービ
スを提供することを通じて、誰もが自分の存在に
誇りを持ち、生きる喜びを享受するとともに、自
分の家族や隣人の存在を素直に喜ぶことができる
社会づくりに貢献します。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　中心荘第一老人ホーム
　中心荘第二老人ホーム
【施設種別及び利用定員】
　中心荘第一老人ホーム：
　　　　　　特別養護老人ホーム（定員50名）
　中心荘第二老人ホーム：
　　　　　　特別養護老人ホーム（定員50名）
　　　　　　短期入所生活介護（定員５名）
　　　　　　認知症対応型通所介護（定員12名）

❖活動内容

◇活動開始年：2011年１月
◇ 活動の対象者：地域住民
◇ 活動の頻度・時間：
・ １回/年の実施、２～３時間
　 （開始年は１回とし、参加状況により開催頻度
を検討していく）

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　事業所の22年度の品質方針として、
　　地域との連携
　　　⇒ 中心荘のファシリティー（設備・備品）を広域の方

の有効活用に供する。
　　　　 また、職員が保持している専門職のスキル・知識を

事業所だけに留めず地域に開放、役立てていく。
　を掲げた。
　そのため、地域の方を対象として、わかりやすく、参加し
やすいよう「お年寄りの食事サポート教室」として実施した。

□実施内容
　「お年寄りの食事サポート教室」として
　① 看護師による施設で実施している食前のお口のマッサー

ジや体操、その必要についての説明と実演。資料配布。
　② 介護課職員による「食事介助方法」について、実演を加

えての講習会の実施。資料配布。
　③ 施設で提供している食事の「形態」についての説明と試

食、簡単にできる介護食の実演、施設で提供している
「ソフト食」の紹介。

　④質疑応答

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　参加された方からは、説明、実演ともわかりやすかった、
これから自分自身にも関わってくることなのでとの反応が多
かった。実際に形態別の食事を試食して、実体験して頂くこ
ともでき「刻み」「超刻み」形態、一口は召しあがっていた
が、二口目に進まれる方が少なかった。
　水分もトロミ付きのものを飲んでいただき、飲み込みの感
じなども体験されていた。
　最後に厨房の調理師にも参加してもらい、質疑応答の時間
を作ることにより、参加者、職員と和気あいあいとした雰囲
気のなかで実施することができた。
　最後は本来の目的と逸れてしまう結果だったが、雰囲気の

取り組み内容のポイント
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良い状態で実施できた。
　初めての試みで、何が必要とされているのか手
探り状態ではあったが、今回の実施で僅かではあ
るが地域の方々のニーズを知ることができた。
　それと同時に、自分達のプレゼン能力不足を感
じた。

□今後の展開
　最低、１回/年実施とし、参加人数により実施
回数を見直していく。
　今回、参加者が少なかったので、集客数の確保
を図るため、広報活動を見直していく。
　（ポスターを掲示するだけでなく、自治会の回
覧に入れてもらう等）

　地域の方が望まれていることを、コミセン祭り
等から聞き取り、盛り込んで行く。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
配布資料等材料費 5,000円 法人負担額 10,000円
試作品食費 2,000円
その他雑費 3,000円
＜合　計＞ 10,000円 ＜合　計＞ 10,000円

・取り組みに係わった職員数　７名
　（職種等：看護師、介護福祉士、生活相談員、栄養士）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）
・第一　217,202千円
・第二　214,632千円
※法人全体の事業規模（同上）　1,867,384千円

形態別食事の説明

ソフト食の紹介

お口のマッサージや体操について説明

食事介助について説明
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地域における福祉の推進

小規模事業所に対する支援～介護福祉士国家試験
受験対策講座～
介護福祉士受験対策講座を開催し、当法人職員のスキルアップを図るとともに、「地域人材の育成」を目的に近隣の小規模事業所へも受
講を募った。

京都府 社会福祉法人 南山城学園 〒610-0111　京都府城陽市富野狼谷２番地１
TEL：0774-54-7210　FAX：0774-54-2117

❖法人設立年

　　昭和40年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：８施設（入所）
② 経営施設・事業【種別毎の数】
　 障害者支援施設…７、介護老人保健施設…１、
デイサービスセンター…４（知的・身体・高齢）、
診療所…２　他

❖法人の理念・経営方針

・利用者様の尊厳を守り、幸福を追求する。
・地域のニーズにパイオニア精神で取り組み、「共
生・共助」の地域づくりに貢献する。
・いつでも誰もが安心して利用できる福祉サービ
スを創造する。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　法人主催
【施設種別及び利用定員】

❖活動内容

◇活動開始年：平成22年９月
◇ 活動の対象者：
　京都府南部地域の小規模事業所職員
　（主に障害、高齢）
◇ 活動の頻度・時間：
　９月～12月、月２回、計９回
　１回当たり２時間30分程度

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　当法人では職員のスキルアップの一環として資格取得を推
進しており、その支援対策として平成21年度より一般社団法
人京都府介護福祉士会様の協力を得て、法人職員向けに介護
福祉士受験対策講座を開催した。35名の職員が受講し、７月
より計８回の講義と模擬試験を経て、翌年の国家試験に臨
み、13名の合格者を出す結果となった。
　その成果と、社会福祉法人としての役割を鑑み、平成22年
度より同講座の受講について近隣の小規模事業所へも募集を
かけ、「地域人材の育成」を目指すこととした。

□実施内容
　「地域人材の育成」を目的に、近隣の小規模事業所（主に
障害、高齢、計31事業所）に同講座開催の案内を送り、受講
者を募った。結果３事業所、計４名より応募を頂き、当法人
職員10名とともに受講して頂く運びとなった。京都府介護福
祉士様に講師の依頼をし、９月より計８回の講義と模擬試験
を開催した。講義では、教科ごとにポイントを絞り、過去問
題を取り入れながら出題傾向とその対策に重点を置く内容と
した。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　当法人職員を含め、本講座を受講することで、計画的かつ
効果的に、また意識を高く持ち試験に臨むことができたと考
えている。結果は、受講者14名中、３名の合格者を出し、う
ち２名は近隣事業所の職員であった。また、合否に関わら
ず、近隣事業所より開催に対して好意的な反応が多く、次年
度以降の継続開催を望む声もあった。
　「地域人材の育成」が主たる目的ではあるが、同講座開催
により、近隣事業所との新たな接点が生まれ、これまで築い
てきた関係性をより向上することが出来たのではないかと感
じた。
　また、現在、京都府の企画のもと進められている「きょう
と介護・福祉ジョブネット」にて実施されている介護福祉資

取り組み内容のポイント
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格取得支援講座の開催においても、当法人の取り
組みを基に企画されたものとなっており、京都府
全域で講座が開催されている。

□今後の展開
　当法人職員のスキルアップと地域人材の育成を
目的に次年度以降も開催する予定である。
　今後はより多くの合格者を出せるよう講義の質
を上げるとともに、近隣事業所へも引続き募集を
行い、地域人材の育成と関係性の向上に努めてい
きたい。本講座の開催は、「地域人材の育成」だ
けでなく、「地域における福祉ネットワークの向
上」においても効果的な取り組みであると考えて
いる。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
講師派遣料等 222,224円 法人負担額 292,224円
模擬試験受講料 70,000円
＜合計＞ 292,224円 ＜合計＞ 292.224円

・取り組みに係わった職員数　約５名
　（職種等：施設長、事務員等）

近隣事業所宛開催案内と講座予定表
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地域における福祉の推進

絵冊子「ひいじいちゃんはビールづくりのかみさま」
～発行を通した福祉教育教材の提供活動～
　　　　　　　　　　　　　　特養の入居者が演じるミュージカル「吹田村アサヒビール物語」を観劇した吹田市立岸部第二小学校の児童及び、
他地域の小学校の児童、保育園児などに、アサヒビール吹田工場と特別養護老人ホーム寿楽荘を舞台にした絵冊子「ひいじいちゃんはビールづく
りのかみさま」を福祉教材として配布することにより、福祉教育を推進し、子供たちが大人になっていく中で育つ福祉のまちづくりを前進させる。

大阪府 社会福祉法人 寿楽福祉会 〒564-0001　大阪府吹田市岸部北４丁目９番３号
TEL：06-6337-8400　FAX：06-6339-6628

❖法人設立年

　　昭和63年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：３施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…１、通所介護…２、老人
居宅介護等事業…２、居宅介護支援事業…３、
保育所…１

❖法人の理念・経営方針

高齢者が安定した老後を送っていただけるよう
１ ．人間性を尊重し、自主性を基本とした、明る
く、楽しい、あたたかみのある運営に努める。
２ ．都市の中の施設として、地域社会との連携を
深め、誰からも親しまれる事業運営とサービス
提供に努める。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

１ ．特別養護老人ホーム寿楽荘　
　 特別養護老人ホーム（50名）　老人短期入所（４
名）
２ ．寿楽荘　千里山西デイサービスセンター（老
人デイサービスセンター）
　一般型（50名）認知型（11名）
３ ．寿楽荘　竹谷生活リハビリハウス（老人デイ
サービスセンター）
　一般型（10名）認知型（10名）

❖活動内容

◇活動開始年：平成22年10月
◇ 活動の対象者：
　 吹田市立岸部第二小学校児童及び、寿楽福祉会
施設近隣の小学校児童及び幼稚園児、そして吹
田市内の保育園児・障害児施設の園児など
◇ 活動の頻度・時間：
　ミュージカル（年１回、１回あたり１時間）
　今回の絵冊子発行は今回が初めての取り組み

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　平成16年11月から毎年、吹田市立岸部第二小学校体育館
において、特別養護老人ホーム寿楽荘の入居者が手づくり
ミュージカル「吹田村アサヒビール物語」を上演し、３年生
児童が授業で社会見学したアサヒビール吹田工場の歴史と重
ねて「わがまち吹田」を学習した結果、学校側より「大変良
い福祉教育、郷土教育、社会教育となった」との評価を得て
きた。
併せて、特別養護老人ホーム寿楽荘の入居者の自主活動を岸
部地区の民生・児童委員協議会などがサポートすることによ
り、地域連携で「介護・福祉・教育」活動を展開することが
できた。
その取り組みの中から「介護・福祉・教育」を絵本にまとめ
上げ、吹田全体の子ども達に発信し、福祉のまちづくりを
更に発展させてほしいとの声が地域より上がり、「ひいじい
ちゃんはビールづくりのかみさま」というタイトルの絵冊子
を発行することになった。

□実施内容
　特別養護老人ホーム寿楽荘に1995年に入居し、2006年１月
に96才で亡くなった男性が主人公の物語である。
　その男性は、アサヒビール発祥の地、大阪府吹田市にある
アサヒビール工場でビールを熟成させる木製の「貯酒樽」の
製造・修理・管理をする仕事に従事し、仕事ぶりは“ビール
づくりの神様”と評されるほどだった。
　物語は、その男性を見舞いに訪れたひ孫の“ひろしくん”
がちょっとしたことでけんかになり、「ひいじいちゃんは車
いすにのって弱い」と言ってしまうが、「ビールづくりのか
みさま」と呼ばれた過去を知り、「ひいじちゃんてすごい！」
という尊敬の気持ちを新たにするというあらすじである。寿
楽荘でその男性を介護してきた生活相談員が文を、絵は灰谷
健次郎の「兎の目」で知られる絵本作家の長谷川知子さんに
手掛けていただいた。
　その絵冊子の発行にこぎつけることができたのは、実は、

取り組み内容のポイント
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吹田市が市民公募した「吹田市制施行70周年市民
手づくり事業」の支援を得ることができたことも
大きく、絵冊子発行の大半の費用を吹田市から提
供していただいた助成金によりまかなうことがで
きたからである。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　私達は、「核家族化で祖父母と同居していない
子どもが多い中、おじいちゃんやおばあちゃん
は“すごい”と思ってほしい。人はいろんな力を
持っていることに気づける人になってほしい」と
願ってきた。また「きつい、きたない、低賃金」
と敬遠されがちな介護の仕事を理解していただき
たいとの思いもあり、介護者、要介護者のどちら
にもエールになってほしく、子ども達の未来の夢
の仕事の一つに福祉の仕事が加われるきっかけと
なれば嬉しいと願ってきた。
　その寿楽福祉会の思いはこの絵冊子発行によ
り、吹田の介護事業所、福祉関係者にとどまるこ
となく、吹田の教育者、家庭でも話題を呼んでい
る。

□今後の展開
　「ひいじいちゃんはビールづくりのかみさま」
の発行を通し、地域の福祉職員のみならず、民

生・児童委員の方々、そして、教育者、そして、
吹田のまちで暮らす方々に、高齢者の輝いていた
時代をささやかに伝えることができたが、次年度
は「老年よ大志を抱け」を合言葉に、吹田のまち
で元気に暮らす高齢者の方々にエールを送ること
を目的とした市民手づくりの冊子を作る予定であ
る。編集は寿楽福祉会が行い選考委員は、吹田の
民生・児童委員協議会の会長や学校の校長先生な
どに依頼している。
　高齢者が元気に生きることができる街づくりの
支援に向け、得意とするレポート、作文、随筆、
短歌などで作品を提供していただく計画である。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額

作画料 100,000円
吹田市制70周年記
念事業市民手づく
り事業（補助金）

300,000円

絵冊子印刷費 410,000円 絵冊子発行募金 110,074円
ピアノ演奏謝礼 10,000円 法人からの繰入金 109,926円
＜合計＞ 520,000円 ＜合計＞ 520,000円

・取り組みに係わった職員数　45名
　（職種等：施設長・生活相談員・介護職員・事務員・
看護職員・ケアマネ・在宅ヘルパー）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入） 204,938千円
※法人全体の事業規模（同上） 617,233千円

絵冊子「ひいじいちゃんはビールづくりのかみさま」の写真 絵冊子「ひいじいちゃんはビールづくりのかみさま」
を紹介する新聞記事　　　　　　　　　　　　　　　
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地域における福祉の推進

地域の活力と健康づくりを目指す「健康くらぶ」

南デイサービスセンターの職員が、地域の公民館に出向き地域の方々に介護予防のための運動や健康についての勉強会を開催。地域に少
しでも福祉の風を吹かせ、介護予防に関心を深める等、福祉施設として地域に恩返しをする為、継続的に活動している。

鳥取県 社会福祉法人 鳥取福祉会 〒680-0873　鳥取県鳥取市的場２丁目１番地
TEL：0857-53-6553　FAX：0857-53-7291

❖法人設立年

　　昭和53年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：29施設
② 経営施設・事業：
　 特別養護老人ホーム…１、短期入所…１、養護
老人ホーム…１、特定施設入居者生活介護…１、
認知症対応型共同生活介護…１、小規模多機能
型居宅介護…１、通所介護…３、訪問介護…１、
訪問入浴…１、居宅介護支援…３、就労継続支
援Ａ型…１、就労継続支援Ｂ型…１、生活介護
…１、保育所…８、一時預かり…３、母子生活
支援施設…１、地域子育て支援…１、児童館…
11

❖法人の理念・経営方針

【基本理念】
「ともに生きる社会」を基調とし、地域に広がる
福祉の文化の創造を推進します。
【基本方針】
１．一人ひとりの人権を尊重し、誰もが心身とも
に健やかに育成されるよう支援します。
２．かけがえのない社会の一員として自立支援に
努めます。
３．地域に愛され、地域に開かれた施設づくりを
します。
４．常に職員の資質向上をはかり、良質なサービ
スを提供します。
５．透明性を堅持し、健全かつ活力ある法人経営
をします。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

　鳥取市南デイサービスセンター
【施設種別及び利用定員】
　 通所介護：定員数40人・訪問入浴介護ステー
ション・訪問介護ステーション・南居宅介護支
援センター

❖活動内容

◇活動開始年：平成19年５月
◇活動の対象者：
　 公民館地区の健康について興味を持っておられ
る方。
◇活動の頻度・時間：月に２回　10：00～12：00

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　当法人の【基本理念】は『「ともに生きる社会」を基調と
し、地域に広がる福祉の文化の創造を推進します』であり、
【基本方針】の中に『地域に愛され、地域に開かれた施設づ
くりをします』と掲げている。
　これらを実現するために当センターでは何をすべきなの
か、社会福祉法人としてどうあるべきかを考えた。そして、
まちづくりの拠点である公民館に働きかけを行った。
　法改正により介護予防システムが重視される中、健康づく
りの意識を高めることを目的に地域活動の第一歩として南デ
イサービスセンター主催の介護予防教室「健康くらぶ」を立
ち上げることとなった。

□実施内容
■開催日　毎月第２火曜日、第４水曜日　10：00 ～ 12：00
■参加者　平成22年度　延人員150名（平均12.5名／回）
■参加費　無料
■内　容　 介護予防を中心とした運動や知識の啓発を通して

の、健康増進と交流の場の提供を行っている。
　当初は「認知症」「脱水予防」「インフルエンザ対策」「睡
眠障害」「うつ予防」など季節や時期に起こりやすいものを
取り上げ、パワーポイント等を使用したり資料を配布して20
分～ 30分程度勉強会を行っていたが、現在では、運動をもっ
と増やして欲しいとの要望が多く、豆知識などを盛り込み１
時間45分程度の運動を行っている。
　また、夏の暑い時期には、「リラックス体操：ヨーガやス
トレッチ、ごろ寝体操」や筋力維持・向上の運動として、
「ウエイトや運動器具を使用しての筋力アップ」「エアロビッ
クスなどの有酸素運動」「自宅で簡単に工夫できる運動グッ
ズの提案」「認知症予防：脳の体操」「リラックスケア：アロ
マオイルマッサージ・リンパマッサージ・ゴルフボールマッ
サージ」などを行っている。

取り組み内容のポイント
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□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　開始当初は、人数も少なかったが公民館からの
協力をいただき、徐々に参加者も増え、60歳～
80歳代の方を中心にリピーターや口コミも広が
り、安定した参加者の確保が出来ている。活動を
はじめて５年目を迎えたが、現在も毎月の教室を
楽しみにしていただく等、互いの関係を深めてい
る。
　参加者の皆様には「ヨーガ体操で便秘がよくな
りました。」「ウォーキングの前後は、教わった体
操をしています。」「みんなで笑えていいなぁ。」
「夜眠れないからどうしたらいい？」「このエアロ
ビックス他の人にも教えたいからもっと教えて。」
「ゴルフボールのマッサージで冷え性が良くなっ
た。気持ちがいい。」など、数え切れないほどの
声をいただいている。また、みんなで大きな輪に
なって「貝殻節」や「草津節」を歌った運動や、
「しりとりキャッチボール」では、お腹を抱えて
大笑いし転げまわる場面もあった。
　アロマオイルを使ってのマッサージでは、好み
の香りを選んでハンドやフットのケアを行った時
には、「人に触ってもらえるってこんなに安心す
るもんだなぁ。」「生まれて初めての経験で今日来
て良かった。」など心も体も満足していただいて
いる。
　そして、職員が地域活動に盛んに参加するよう
になって、地域での役割や共に高め合う楽しさや
達成感を感じ、それによって知識が深まり視野が
広がり、またコミュニケーションの幅が広がって
きている。

□今後の展開
　今年度から当センターにおいでいただいて、普
段出来ない運動器具やマシーンを使用した体験も
始めた。平日13：30 ～ 17：00と土日の日中に地
域の皆様が、いつでも活用していただけるよう運
動ルームの開放を行っている。
　今後も、公民館との連携を図り地域の方々の健
康増進、運動を通しての交流の場として継続し、
地域に出向いたりおいでいただくことで、デイ
サービスのご利用者と地域の皆様が共に交流でき
る場面が出来ることを願って、努力を続けていく。

□ 主な経費や財源及び人員等
・取り組みに係わった職員数　24名
　（職種等：管理職、介護士）※実施内容により変更あり
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　273,942千円
※法人全体の事業規模（同上）　　　3,315,601千円

介護予防教室　アロマオイルマッサージ（公民館） 運動体験（当センターにて）

介護予防体操（公民館）
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地域における福祉の推進

機関紙を通した情報発信と地域ニーズの掘り起こし

　　　　　　　　　　　　　　毎月、機関紙「だんだんよ」を発行し、地域に向け継続的に情報発信することで、身近な存在と感じても
らい、地域に密着した運用や福祉施設として地域の拠点となることを目指している。
　※「だんだん」…方言で「ありがとう」の意味

鳥取県 社会福祉法人こうほうえん 〒684-0033　鳥取県境港市上道町2087- ２　デイハウスあがりみち
TEL：0859-47-6545　FAX：0859-47-6544

❖法人設立年

　　昭和61年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：16施設169事業
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…７、軽費老人ホーム…５、
老人短期入所事業…７、通所介護（老人デイサー
ビス事業）…18、小規模多機能型居宅介護事
業…５、生活支援ハウス…４、認知症対応型共
同生活介護…８、老人居宅介護等事業（訪問介
護）：４、介護老人保健施設…３、訪問看護…
３、訪問入浴…１、福祉用具貸与…２、居宅介
護支援…５、地域包括支援センター…３、高齢
者向け優良賃貸住宅…１、高齢者専用賃貸住宅
…２、特定施設入居者生活介護…５、通所リハ
ビリテーション事業…５、短期入所療養介護事
業…３、リハビリテーション病院…１、保育所
…６、障害福祉サービス事業…５

❖法人の理念・経営方針

＜理念＞
「わたくしたちは　地域に開かれた　地域に愛さ
れる　地域に信頼される　『こうほうえん』をめ
ざします」
＜基本方針＞
「わたくしたちは　サービス業のプロとして　正
しい情報を伝達し　自分が受けたい　保健・医療・
福祉サービスの　提供・改善に努めます」

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　新さかい幸朋苑、グループホームあがりみち、
デイハウスあがりみち
【施設種別及び利用定員】
　介護老人福祉施設、通所介護、認知症対応型共
同生活介護、小規模多機能型居宅介護

❖活動内容

◇活動開始年：平成20年４月
◇ 活動の対象者：地域住民、関係機関
◇ 活動の頻度・時間：月１回

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　当法人では、「地域に開かれた、地域に愛される、地域に
信頼される」施設・サービス提供づくりを理念に掲げてい
る。
　平成18年６月に介護老人福祉施設新さかい幸朋苑、隣接地
に平成19年10月小規模多機能型居宅介護デイハウスあがりみ
ち・認知症対応型共同生活介護グループホームあがりみちが
開設。特に、デイハウスは、介護保険サービスとして制度化
されてから僅か２年目と、サービス内容自体が地域の中に全
く浸透していない状況があった。
　新しい施設・サービスが地域の中に受け入れられ定着し、
地域との信頼関係・協力体制の構築へと展開する、また、地
域ニーズに対し、社会福祉法人としての専門性を発揮してい
くためのきっかけの１つとして、機関紙による情報発信をも
とに活動を展開していくこととした。

□実施内容
　発行に至る初段階として公民館長、上道町各区長に発行意
図を説明、協力要請を行った。
［発行頻度］：毎月１回
［発行部数］：1,050部
［配 布 先］： 上道町１～８区全世帯、関係機関（公民館、地

区会館、保育園、小中高校等）
［配布方法］：直接配布（各区長に各区の世帯分を持参）
［記事内容］： 事業所の紹介（サービス内容、イベント案内、

ご利用者の日々の様子、施設設備の貸し出し
等）、エコ活動の啓発、介護予防・認知症予防
の脳トレ・体操の紹介、地域住民の意見・感想、
ボランティア・物品（食器、タオル等）提供の
依頼　等

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

・ 介護保険サービスの利用、あるいは、施設や認知症に対す
る偏見を正しい知識や理解につなげるきっかけとなった。

取り組み内容のポイント



41

・ エコ活動の輪が地域に広がり、地域住民が直接
施設にプルタブ等を持参されるようになった。
（プルタブ－145.9kg、ペットボトルキャップ－
153.3kg）
・ 施設で行う防災避難訓練に地域住民・警察署か
らの参加があり、地域の防災体制を考えるきっ
かけ作りになった。
・ 配布先に直接足を運ぶことで、自然とコミュニ
ケーションが図れ、地域のタイムリーな生の声
を聞くことができる。また、スタッフの意識が
地域に向き、一人ひとりの視野を広げることが
できる。
・ 勉強室、地域住民が主催するヨガ教室等で空き
スペースや設備を貸し出すことにより、地域住
民が自然と施設に足を運び、施設の環境・雰囲
気を感じてもらうことができる。
・ 地域住民、特に高齢者の方々から毎月楽しみに
しているとの声があり、「だんだんよ」が地域
に定着していることを実感している。

□今後の展開
　活動開始から３年が経過した。「だんだんよ」
を通して地域の輪が広がりつつあり、「継続は力
なり」をまさに実感している。今年度からは関係
機関の配布先をさらに増やし、ネットワークの拡
大を図っている。しかし、福祉拠点としての情報
発信という点では、記事内容がややマンネリ傾向
にある感は否めない。事業所からの一方的な情報
発信には限界があると感じており、地域が本当に
求めている情報をいかに発信できるか。地域代表
メンバーとの運営推進会議やアンケート実施によ
る意見・要望の抽出、作成メンバーへの地域住民
の参加等を今後の課題とし、地域住民とともに作
る地域の情報ステーションになれるよう取り組ん
でいきたい。

機関紙だんだんよ
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地域における福祉の推進

地域の中でできること～地域の中の施設として共生
に向けた取り組み～
　　　　　　　　　　　　　　当法人は「地域に開かれた、地域に愛される、地域に信頼される施設を目指します」を理念に掲げ、地域
の方に当施設を身近に感じていただき、入居者・職員が地域の一員であるとの意識のもと施設づくりを行っている。自治会への加入・会
議室の開放等の取り組みがある中で、職員の専門職としての知識を地域の方へ広めていくことで、地域との更なる共生を目指す。

鳥取県 社会福祉法人こうほうえん 〒683-0825　鳥取県米子市錦海町３-５-15
TEL：0859-23-6800　FAX：0859-23-6583

❖法人設立年

　　昭和61年６月

❖法人実施事業

①経営施設数合計：16施設、169事業
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…７、軽費老人ホーム…５、
老人短期入所事業…７、通所介護（老人デイサー
ビス事業）…18、小規模多機能型居宅介護事
業…５、生活支援ハウス…４、認知症対応型共
同生活介護…８、老人居宅介護等事業（訪問介
護）…４、介護老人保健施設…３、訪問看護事
業…３、訪問入浴…１、福祉用具貸与…２、指
定居宅介護支援…５、地域包括支援センター…
３、高齢者向け優良賃貸住宅…１、高齢者専用
賃貸住宅…２、特定施設入居者生活介護…５、
通所リハビリテーション事業…５、短期入所療
養介護事業…３、リハビリテーション病院…１、
保育所…６、障害福祉サービス事業…５

❖法人の理念・経営方針

<理念>
　私たちは、地域に開かれた、地域に愛される、
地域に信頼される『こうほうえん』を目指します
<基本方針>
　私たちは、サービス業のプロとして、正しい情
報を伝達し、自分が受けたい、保健・医療・福祉
サービスの提供・改善に努めます

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　きんかい幸朋苑
【施設種別及び利用定員】
　 特別養護老人ホーム…30名、併設短期入所生
活介護…６名

❖活動内容

◇活動開始年：平成18年５月
◇ 活動の対象者：地域住民
◇ 活動の頻度・時間：
　 状況に応じ対応しており頻度は決まっていな
い。時間は２～３時間程度。

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　きんかい幸朋苑の立地場所は新興住宅地の一角にあり、
スーパー、医院、理髪店、喫茶店、医療福祉専門学校、同法
人の錦海リハビリテーション病院といった社会資源がある。
地域住民は、若い子育て世代と75歳以上の高齢者世代が多
く、日頃より世代間の交流は薄いと思われ、日中は若い世代
は留守が多く高齢者世帯のみが暮らすといった状況である。
このような土地に当施設が開苑したことで、若い世代と高齢
者世代の架け橋になればという思いと、地域の一員になりた
いという思いで、開苑５年間で地域との共生を目指し、取り
組みを行ってきた。その中で、施設内で年２回行っている職
員対象の救急講習会への参加を、錦海町の老人クラブに声を
かけたところ９名の参加があった。講習中も積極的な意見
と、その後のアンケートでも定期的な開催を希望される声が
多くあった。このことがきっかけで、施設の役割として職員
の持つ専門職としての知識を地域へ広めていけたらとの思い
で、地域（貢献）活動の中に専門職ならではの「健康につい
て」をテーマにした取り組みを加え、地域の方が参加しやす
いように職員が地域へ出向く形での活動を始めた。

□実施内容
①施設内での救急講習会の開催（心肺蘇生法・AED使用法）
年２回の施設職員対象の救急講習会の開催時に、自治会へも
回覧板を通じて案内を行った。また、実習受け入れ施設でも
あるため、実習生へも参加の呼びかけをした。
②納涼祭での健康相談
事前案内として納涼祭ポスターや回覧板で自治会へ案内し
た。地域からの来苑者を対象に、骨密度測定・血圧測定・疾
患別のパンフレットを配布しての健康相談を行った。
③施設外での救急講習会（心肺蘇生法・AED使用法）
・錦海町自治会の集会所で開催
　事前に自治会長へ案内し、回覧板を利用し全世帯にも案内
した。地域のスーパーへポスターを貼らせてもらい、当日は
地域の有線放送で参加者を呼びかけた。

取り組み内容のポイント
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・介護の日（11月11日）に市内のデパートで開催
　買い物客を対象に事前にポスターやチラシで案
内し、当日は午前10時～と午後14時～の２回に分
けて開催した。
・他事業所エリアへも出向き開催
　同法人の事業所のある他地域の公民館へ出向い
ての救急講習会を開催した。
④認知症サポーター養成講座の開催
　祇園町公民館を会場として実施した。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　施設内での救急講習会後、地域の方にアンケー
トをとった結果、「また参加したい。」「何度でも
参加することが大切」等の意見があった。また、
「方法を知っていたらいざという時、助け合える」
と言われた方があり、高齢者世帯同士、緊急時に
対応できる知識を得たいという前向きな思いがあ
ることが分かった。自分達の暮らしを助け合いな
がら守りたいとの思いはあっても、知識・技術を
得る機会が今まで無かったことは事実のようであ
る。その後、介護の日の救急講習会では約20名の
参加があり、若い世代の参加も多かった。活動場
所を施設内に留まらず、施設外に移した理由とし
て、地域の方が日頃から利用し、集まりやすい環
境のほうが交流が深
まるのではないかと
の考えからであっ
た。結果、気軽に参
加でき、効果的で
あったと思われる。
更に、職員が地域の
資源を活用すること
で地域の一員として
の自覚や、サービス
をより知ってもらう
ことができ、地域と
の相互関係を築くこ
とができたのではな
いかと感じた。その
他、認知症サポー
ター養成講座や健康
相談等の取り組みを
行っているが、ここ
では年齢層も様々で
あった。施設の取り

組みの中から薄れていた世代間の交流が生まれる
きっかけになったと感じた。これらの取り組みか
ら、年齢に関係なく「健康について」の意識は高
く、機会があれば積極的に参加したいとの思いが
あることが分かった。

□今後の展開
　開苑５年間で、様々な地域活動の取り組みを
行ってきた。他にも風通しの良い施設を目指し施
設機能を地域の方へ開放している。地域の小学生
たちが遊びスペースに訪れたり、会議室では中・
高生が勉強に訪れる姿が見られている。今後は若
い世代にも目を向け、職員の持つ専門性を生かし
て、小・中・高校への訪問など活動範囲を広げ福
祉教育の一助として担っていきたいと考える。社
会福祉法人として、地域福祉の拠点として次世代
へつなげる架け橋でありたいと思う。そして、職
員一人一人が地域の中の一員であると意識し地域
と施設の共生を目指して努力し続けていきたい。

□ 主な経費や財源及び人員等
・取り組みに係わった職員数　31名
　（職種等：取り組みに応じて各職種が対応）

市内デパートでの救急講習会

集会所での救急講習会

施設内での救急講習会

会議室での勉強風景
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地域と他機関とのネットワーク活動

特定地域における通所サービス事業所及び従業者間
のネットワーク構築と組織化への取り組み
地域のご利用者さまに対し、質の高い通所サービスを提供することを目的に手稲区通所サービス連絡会（以下、連絡会）を設立（会員
制）。地域の通所系サービスのための研修会の企画、従業者間の交流やネットワーク作り、ボランティア活動などを中心に活動している。

北海道 社会福祉法人 渓仁会 〒006-8555　北海道札幌市手稲区前田１条12丁目１番40号
TEL：011-685-2568　FAX：011-685-2945

❖法人設立年

　　1982年

❖法人実施事業

① 経営施設数合計：８施設
②経営施設・事業：
　 特別養護老人ホーム…３、老人保健施設…４、
ケアハウス…１、通所介護…９、通所リハビリ
テーション…４、グループホーム…２、訪問看
護…２、訪問介護…４、小規模多機能型居宅介
護…１、居宅介護支援…７、地域包括支援セン
ター…２、介護予防センター（市委託事業）…４

❖法人の理念・経営方針

経営基本方針（2011年度）
１．経営基盤の安定化を図ること
２．サービスの質の向上を図ること
３．人材育成、適切な人事・労務管理を行うこと
４ ．CSR（企業の社会的責任）経営を徹底する
こと
５ ．ステークホルダー（利害関係先）との連携・
協働を図ること
６．組織統治（ガバナンス）を確立すること

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載していない

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　手稲渓仁会デイサービス
【施設種別及び利用定員】
　指定通所介護事業　一般型　65名

❖活動内容

◇活動開始年：平成21年10月
◇活動の対象者：
　 地域の通所サービス従事者（通所介護、通所リ
ハビリテーション、小規模多機能型居宅介護支
援）
◇活動の頻度・時間：
　役員会　月１回、１回あたり２時間程度

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　平成21年10月、当法人が札幌市より受託している「札幌市
手稲区介護予防センター」で「運動器機能向上に関する研修
会」を企画した際に、研修内容がデイサービスやデイケアな
ど通所系サービスの職員向けであったことから、地域包括支
援センターと協同し介護予防センターと通所サービスの合同
研修会として開催した。
　研修の準備等を手稲区内の通所サービス従業者に協力をい
ただいたことを機に他の通所サービス事業所との交友が深ま
り、「研修ができない」「パート職員が多く時間が作れない」
「離職率が高い」など、多くの事業所が抱える課題、実情を
共有することができた。そこで、地域における通所サービス
の質の向上を図る過程で、これらの課題を克服することが重
要と考え、「通所サービス従業者が働き甲斐を持ち、お互い
を高めあう関係を築ける地域にしたい」と当連絡会を設立す
るにいたった。

□実施内容
（１）研修会
　平成22年３月の第１回より、平成23年５月の第３回まで計
３回の研修を実施、研修内容は第１回のアンケート結果で要
望が多かった「運動・レク関連」が２回、「認知症ケア」が
１回となっている。対象者は手稲区内の通所サービス従事者
で今までで述べ250名の職員が参加。
（２）団体設立
　平成23年５月、地域の通所サービス間のネットワーク構築
と質の向上、従事者の働き甲斐の創出を目的に「手稲区通所
サービス連絡会」を設立した。当連絡会の活動内容を①研修
会（勉強会、事例検討）　②合同レクリエーション活動　③
地域貢献活動（ボランティア活動）④職員交流などとしてい
る。
　平成23年８月現在、団体会員（賛助会員含む）17団体（事
業所）が加盟。
（３）役員会

取り組み内容のポイント
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　月に１度、定例の役員会を開催。会長、副会
長、理事、監査など13名を各事業所の管理者、生
活相談員、介護職員など幅の広い立場の職員で構
成している。役員会では業務上の悩みや疑問、意
見などを共有する場ともなっている。
（４）今後の予定
　今後、介護保険制度下ではなかなか出来ない、
通所サービスの利用者を対象とした小旅行やプロ
野球観戦ツアーなどをボランティア活動として実
施予定。（平成23年９月予定）
　また、通所サービスで作った製作物の合同作品
展、合同レクリエーションなどを予定。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

（１）ネットワーク構築
　活動を共にする機会が増えたことで他事業所間
の交流が進み、悩みや疑問、不満などを共有する
ことが多くなり、より身近な関係となることがで
きた。このことにより自事業所の長所、短所、環
境などを客観的な視点でみることが出来るように
なり、業務改善や新たな方向性、可能性を見出す
ことが出来たり、他事業所から刺激を受けること
で業務に対する意欲の向上が見られるなど「お互
いを高めあう関係」としてもいい効果が見られた。
（２）学習機会の創出
　小規模の通所サービス事業所や人員不足の事業
所では、なかなか研修に行く機会を持てないこと
が多く、地域主体の通所サービス従事者向けの研
修会の開催は、貴重な学習の機会として評判がよ
かった。
（３）個人のニーズから地域のニーズへ
　通常の業務では利用者、家族など個人単位での

業務を行っているが、この連絡会の活動を通し、
地域で起こる虐待や困難事例、重度の認知症罹患
者の増加など、地域単位でのニーズに目を向ける
ことができ、事業所の質を向上させることに使命
感や義務感などを感じ、新たなイノベーションと
して地域主体の活動の意義を考えることができた。

□今後の展開
　今後、在宅サービスにおける通所系サービスの
役割を色々な角度から検証し、サービスの質を高
められるよう、通所サービス関係者が必要と感じ
る研修会や事例検討会などを継続して行っていく。
　また、通所サービス従事者が働き甲斐をもち、
専門職としての意識や自覚を持ってもらう切っ掛
けとなるような活動として、インフォーマル活動
（作品展示会、利用者を対象とした旅行、ボラン
ティア活動など）を積極的に行い、介護保険制度
の枠を超えた利用者本位の取り組みへのアプロー
チも行っていきたい。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
研修事業費（年間） 571,000円 入会金 105,000円
運営費 25,000円 助成金 543,000円
予備費 32,000円
ボランティア事業費 20,000円

＜合計＞ 648,000円 ＜合計＞ 648,000円
・取り組みに係わった職員数　13名
※他法人の職員も合わせて
　（職種等： 管理者、生活相談員、介護職員）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　146,693千円
※法人全体の事業規模（同上）　　　4,632,079千円

実演を交えた熱のこもった研修会 団体設立総会の風景
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地域と他機関とのネットワーク活動

「Community, Communication, Contribution」地域の方
と会話・コミュニケーションをとり、地域に貢献する「3C活動」
当法人では地域の方々とともに地域の活性化に取り組むため、地域貢献と地域交流を実践している。そのひとつとして施設の利用者、職
員とこれからの社会を担う子どもたちとのつながりを深める「3C活動」を実施し、今後の成果を期待するものである。

茨城県 社会福祉法人 芳香会 〒306-0201　茨城県古河市上大野698
TEL：0280-97-1027　FAX：0280-97-1112

❖法人設立年

　　1970年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：９施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 養護老人ホーム…１、特別養護老人ホーム…１、
保育所…２、障害者支援施設…３、重症心身障
害児施設…１、老人保健施設…１
　 在宅事業（高齢・障害）、共同生活介護…２、
共同生活援助…１、認知症対応型共同生活介護
…１、地域生活定着支援センター（県委託）…
１、芳香会社会福祉研究所…１

❖法人の理念・経営方針

福祉大家（その道に優れた人）
【福祉大家】とは 芳香会初代の理事長が理想とし、
目標とした言葉でした。その信念を実践すべく、
それぞれの事業内容の充実をはかることに邁進す
る。
芳香会の諸活動の基本的な姿勢と全職員の精神的
支柱としての基本方針
１．高齢・障害児・者・児童を対象とした福祉事
業の展開

　それぞれの福祉サービスの提供者とし、プロ精
神を培い常に真摯な姿勢を保ち、その基本となる
哲学・科学技術を持って事業を展開する。
２．地域とともに
　地域の中で信頼される事業所としての役割を担
い、常に実践行動することをモットーとする。
３．惻隠 （そくいん） の情
　「ありがとう」の感謝の言葉、「はい」の素直な
言葉、「ご苦労さま」のねぎらいの言葉等、相手
の気持ちを思い測る心を常に持ち続ける。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　青嵐荘蕗のとう舎
【施設種別及び利用定員】
　障害者支援施設
　施設入所支援40名　生活介護　60名

❖活動内容

◇活動開始年：2011年６月
◇ 活動の対象者：
　地域の子供会、中学生、保護者、施設の利用者
◇ 活動の頻度・時間：
　年２回、１回あたり１時間30分

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　当法人では地域貢献と地域交流による地域活性化を目指し
た活動を展開してきた。地域貢献活動では資源回収や環境美
化活動を行い、さらに資源回収により得られた収益を環境美
化活動や支援活動に還元している。地域交流活動では法人職
員や利用者と地域住民や地元企業、学校などとの連携と交流
を深める場となるよう環境美化活動への参加呼びかけや、地
元中学校の文化祭で利用者の作品展示を行っている。
　昨年度は当施設の設備を利用した天体観測会を実施し、地
域の子ども達や保護者が一緒に参加し交流を深めるなど、新
たなつながりの形ができ始めている。しかしながら少子化の
影響もあり、地区に２つ存在していた子供会は１つとなるな
どの課題も地域には存在している。
　これからの地域社会を担う子どもたちとのつながりを深め
ること、利用者も地域住民として地域とのつながりをもつこ
とを目指し、地域活性化に向けた活動として、地域の方と会
話・コミュニケーションをとり、地域に貢献する「3C活動」
の実施に至った。

□実施内容
　地域に根ざした施設作りを目標に、以前から施設行事等で
お付き合いのある近隣子供会に協力要請を行い、また今回新
たな試みとして、中学生に対する福祉への啓発の意味合いも
含め、近隣中学校２校を訪問し協力を仰いだ。
　活動当日は、参加者を３グループに分けて施設周辺の除
草・清掃作業を行った。子供会（小学生）の参加者を中心に
構成したグループでは、鎌・草刈機などの刃物の扱いは危険
であることから、職員・保護者が刈った草・木やゴミ拾いを
中心に行ってもらった。中学生のボランティアが参加したグ
ループでも、職員・保護者が刈った草・ゴミを拾いや、施設
利用者との交流を中心に行ってもらった。活動自体は約１時
間で終了し、最後にみんなで記念撮影を行い、参加されたボ
ランティアの方には、施設利用者が育てた花を感謝の気持ち
を込めて《ありがとうフラワー》としてお渡しした。

取り組み内容のポイント
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□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　この活動は利用者にとって普段接する機会が少
ない地域の子どもたちや保護者との交流の場とな
るとともに、「自分たちの手で」活動することに
より地域貢献活動を「実感する」機会となった。
今後さらに活動を継続することで地域住民として
の意識と役割をもつことが期待できる。
　子供会からは昨年度の天体観測会に参加した児
童もみられ、今後の継続した活動につながること
が期待される。また活動中、自然の中で遊ぶ姿や
集めた草の量を競い合う様子がみられたことから
も、普段の遊びや生活の中で環境への関心をもつ
機会を提供することができた。
　中学生は終始控えめな様子で活動中の大きな変
化は見られなかったが、後日教頭先生からの「障
害者施設を理解するいい機会になった」という言
葉からも、福祉への啓発という意味でも効果が
あったことがわかる。
　また保護者と当施設の利用者や職員が接する機
会はこれまでほとんどなく、この活動が知り合う
よい機会となった。地域の方からも「除草のおか
げで道が見やすくなった」「道が通りやすくなっ
た」という声が聞かれ、この活動の結果周辺環境
の整備への貢献がみられたといえる。

□今後の展開
　以上のことから「3C活動」が地域の子どもと
利用者を中心として、交流と貢献の機会となり、
活動を継続することで地域の活性化へとつながる
可能性をもつことを確認できたといえる。
　今後は当法人施設が地域に根ざした施設となる
ことを目指し、地域住民と利用者、職員の交流を
さらに深め、地域の方が気軽に当法人施設とかか
われるよう、また利用者や職員が地域の活動へ参
加しともに取り組めるよう、「3C活動」を発展さ
せながら展開していきたい。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
備品代 14,945円 法人負担 18,925円
飲み物代 3,980円

＜合計＞ 18,925円 ＜合計＞ 18,925円
・取り組みに係わった職員数　13名
　（職種等：施設長　・生活支援員）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　286,248千円
※法人全体の事業規模（同上）　　　2,849,192千円

最後にみんなで「お疲れ様でした」

利用者とともに木の伐採作業

子どもたちも大人顔負けに頑張りました

子どもたちの熱心な作業風景
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地域と他機関とのネットワーク活動

ご利用者と地域住民の安全安心を願って～地元自治
連合会と「災害時における協力体制の協定書」を締結～
地震などの被災時において利用者の安全を確保し事業を継続することは福祉施設の使命ですが、地域の被災住民（要援護者）の救済も積
極的に行えるよう 地元自治会との間で防災協定を締結した。

奈良県 社会福祉法人 正和会 〒637-0077　奈良県五條市大沢町５－25
TEL：0747-24-4455　FAX：0747-23-6226

❖法人設立年

　　平成５年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：３施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…１、通所介護…１、ケア
ハウス…１、認知症対応型通所介護事業所…１、
老人保健施設…１、通所リハビリテーション事
業所…１、訪問介護…１、居宅介護支援…２、
認知症対応型共同生活介護事業所…１

❖法人の理念・経営方針

理念 …われわれ正和会は地域における最高の福祉
の充実を目指し日々精進することを旨とする

方針 …われわれ正和会は単なるサービス業として
受け止めるのではなく

　　 　福祉という崇高なる理念に基づき情報も含
むあらゆるサービスの提供改善に努めます

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖活動内容

◇活動開始年：平成22年12月５日
◇ 活動の対象者：
　近隣にお住まいの要援護者、地元自治会

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　当法人の地震対策マニュアルは平成７年の阪神淡路大震災
を教訓として作成していたが内容は簡単なものだった。非常
食は平成11年頃より備蓄していたが平成16年に見直しを行
い、保管場所を建家毎に分散、３日間の備蓄量とした。しか
し平成19年の新潟県中越沖地震での福祉施設の被災状況は施
設職員にとって大変考えさせられるものだった。多くの命を
預かる施設としてもっと解りやすいマニュアルを作り職員の
統制がとれるようにしなくてはと平成21年、全国経営協編集
のガイドラインを参考に「地震対策マニュアル」をまとめ
た。その中で感じたことは地域住民の安全のことだった。大
規模災害が発生した場合施設も含め地域全体が被災する。こ
のような時こそ地域住民と力を合わせ被災者の救援に努めな
ければいけないと考え、牧野地区自治連合会長様と相談、協
定書の締結に至った。

□実施内容
　協定書は大規模災害が発生した場合　相互に連携し被災者
の救済、安全安心を確保する為「相互防災体制」を確立する
ことを目的とした。内容は災害が発生した場合、住民と共に
被災者の救援に努めること、一時避難所として施設の一部を
提供すること、定期的に合同防災訓練を実施すること、牧野
地区自主防災会と情報交換をすること等を盛り込んだ。協定
を締結した平成22年12月５日は牧野地区防災対策講演会の日
であり、牧野公民館において多数の参加者の見守る中、牧野
地区連合自治会長様と当法人理事長との調印式が行われた。
地域に支えられ育てて頂いた施設として、地域住民のお役に
立てることが大変うれしく誇りに思った。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　協定の締結後具体的な進展のない中３月11日の「東日本大
震災」が起こった。未曾有の大惨事が報道される中、職員は
やはり自分の勤務する施設のことを重ね合わせ思いを巡らせ
ていた。３日間は自助努力で持ちこたえることができたら、

取り組み内容のポイント
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その後は行政の支援が機能するのではという見通
しは甘いのだろうか。山間部で津波の心配はない
ものの施設のすぐそばを活断層が通っている。多
くの命を預かっている施設としてマニュアルは万
全だろうか。牧野地区自主防災会でも同様の思い
で、地震対応マニュアルの作成に協力して欲し
い、食料の備蓄について協力してほしいとの依頼
があった。また４月当厨房内で食器の全面入替を
行ったが古い食器を破棄せず地区の防災倉庫で保
管し緊急時炊き出し用の食器として使用すること
にした。このように少しずつだが着実に動き始め
ている。

□今後の展開
　かねてより東海、南海地域を震源とする大規模
地震の発生が懸念されている。この地域で発生し
た場合かなりの被害が予想される。耐震構造の施
設は地域の要援護者（高齢者）の一時避難場所と
なるだろうが対応できるのだろうか。備蓄品は充
分だろうか。今後は施設の中だけでなく一時避難
者のお世話も想定した訓練も必要となるだろう。
考えれば課題はたくさんある。今後は定期的な合

同訓練を実施する中でこれらの課題を双方協議し
ながら解決していきたいと考えている。

□ 主な経費や財源及び人員等
・取り組みに係わった職員数　７名
　（職種等：管理者、総務部、相談員、事務員）
※法人全体の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　1,638,184千円

協定調印式の様子 （左）牧野地区自治連合会長様（右）当法人飯田理事長

牧野地区防災講演会会場
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地域と他機関とのネットワーク活動

高齢者の暮らしを守る「食と見守りネットワーク」
の実践～公と民の協働で地域の福祉力を高める～
過疎の進む山間地域で、「食」にかかわる公的サービス（市配食サービス等）や民間の弁当配送業者、地元商店等が協働して、「食」を通
じた見守りネットワークを構築する。

広島県 社会福祉法人 不動会 〒729-6143　広島県庄原市尾引町263番地２
TEL：0824-74-0530　FAX：0824-74-1633

❖法人設立年

　　昭和39年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：17施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…１、養護老人ホーム…１、
短期入所…１、居宅介護支援…３、通所介護…
３、訪問入浴…１、訪問介護（障害福祉サービス：
居宅介護等含む）…１、訪問看護ステーション
…１、認知症対応型共同生活介護…１、小規模
多機能居宅介護事業所…１、老人介護支援セン
ター…１、認可外保育施設…１、訪問給食（配
食）事業…１

❖法人の理念・経営方針

　社会福祉法人不動会（寿園・相扶園）は、昭和
39年に妙延寺（浄土真宗）の記念事業として地
域のみなさまに支えられて生まれた法人です。当
法人の開設以来のモットーは「和顔愛語（わげん
あいご）」です。緑豊かな環境の中で、和やかな
笑顔とあたたかい言葉を交わしあい、相互に扶（た
す）けあい敬愛しながら、ご利用者が安らぎと喜
びを感じていただける文化生活の場を提供するこ
とを目的としています。
　居宅サービスは、あの施設があればこそ、地域
や家庭で皆が頑張っていけると、頼りにしていた
だける地域福祉の拠点を目指しています。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　庄原市老人介護支援センター相扶園　他
【施設種別及び利用定員】
　老人介護支援センター

❖活動内容

◇活動開始年：平成23年６月
◇ 活動の対象者：地域の高齢者、住民を対象
◇ 活動の頻度・時間：
・ 事務局会　月２～３回　ネットワーク全体の
・連絡会議　年２回　啓発イベント　年１回
　※計画中の内容を含む

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　過疎の進む当地域において、高齢者の一人暮らしや高齢者
世帯が増加している。介護は必要でなくても、買物や生活支
援に困る世帯も多い。当法人は市委託の給食サービスを15年
以上行っているが、高齢者の地域での暮らしを支えるため
に、見守りや生活支援の必要性は非常に大きいと感じてい
た。そこで、食を支える関係機関・事業者のネットワーク化
を図り、地域の介護力・福祉力の向上を図る取り組みを始め
る取り組みを開始した。
■庄原市の現状　
　位置・面積　　広島県北部の山間地域　面積　1246.60㎢
　人口等　　　　人口40,019名　高齢化率37.4％
　　　　　　　　世帯数15,958世帯
　（過疎化の現状　H2年からH17年の間、人口14.7％減少）
■ ※ネットワークの実践地域
　（庄原地域　人口19,173名　高齢化率33.4％　同市の中心地域）

※平成23年８月末現在　住民基本台帳登録人口

□実施内容
１ ）事務局は当会が中心となり、地域包括支援センター（市
直営）、JA（給食サービス実施）の三者で共同事務局の体
制で事業を運営。
２ ）食にかかわる事業者を対象としたネットワーク全体会の
開催
・食にかかわる事業者（弁当配送業者・コンビニエンススト
ア・地元商店・地元ショッピングセンター等の関係者）が
参加し、地域の現状やお互いの現状について情報交換を行
う。地域において、このような会合は初めての取り組みで
あり、各参加者から多くの意見が寄せられた。
３ ）食と見守りを促進するためのイベントの開催
　　地元ショッピングセンターのイベントと併せて実施予定
４ ）ネットワーク加入事業者【高齢者にもやさしいお店】の
認証と情報の公表
　 　配送車用　車両用プレート・店舗用プレート・従業員用

取り組み内容のポイント
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バッチ　　※作成中
５ ）暮らしを支える資源マップ〈高齢者用〉、事
業者用パンフレットの作成と配布
・資源マップには、配送等を含め「高齢者にもや
さしいお店」に登録した事業者の情報を掲載。
・事業者パンフレットには、買物に来られた高齢
者への対応方法や認知症への基本的理解と対応
等をＱ＆Ａでまとめた。
６）その他
　 　広島県地域支え合い体制作り事業（地域ケア
体制構築モデル事業）の補助を受け実施する。
　 　補助金を受けるだけでなく、県のワーキング
会議に参画し県全体の地域ケアの実践モデルの
検討・実践を行うと同時に、県高齢者対策総合
推進会議のメンバーとして広く県内の高齢者対
策の検討を行っている。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　今年度６月からの事業着手で現在、検討・準備
中の内容も多いが、関係者と連携しながら着実な
取り組みを重ねている。活動を重ねる中で、食
を支えるネットワークによりフォーマル・イン
フォーマルサービスの連携を図りニーズ発見、見
守り力の向上を図る効果は非常に大きいことを感
じている。
　弁当配送業者、コンビニエンスストアや地元商
店の多くに協力を得て、連絡会議を開催し、グ
ループ協議等を通じて、意見交換ができたことも
好評を得ている。

□今後の展開
　当地域のある食にかかわる多くの事業者にかか
わっていただき、ネットワークの充実を図り、関
係機関が連携しながら、認知症の方を支えるSOS
ネットワークや虐待防止ネットワークへの発展を
図っていくとともに、地元商店等の活性化や、高
齢者や障害を持つ人の異変時における連絡体制等
の機能を強化し、医療・介護・予防の領域にまた
がる食ニーズへの対応力を高めていきたい。
　今後も社会福祉法人として、介護ニーズだけで
なく、生活支援や地域のつながりを強化する取り
組みを積極的に実践したい。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
賃　金 154,000円 広島県地域支え合い

体制作り事業（地域
ケア体制構築モデル
事業）の補助と法人
の負担により実施。

2,267,000円
会議費 126,000円
消耗品 555,000円
印刷製本費 300,000円
備品費用 500,000円
イベント費用 522,000円
その他 110,000円
＜合計＞ 2,267,000円 ＜合計＞ 2,267,000円

・取り組みに係わった職員数（当法人内）４名
※市役所３名　JA3名の事務局員
　（職種等：ケアマネジャー・ソーシャルワーカー・管
理栄養士等老人介護支援センタースタッフ）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　30,000千円
※法人全体の事業規模（同上）　　　900,000千円

食事（弁当）の配送時の様子。会話も食事も楽しみです
ご利用者の誕生日には一人ひとり手書きの色紙が
お弁当に添えられます。（お正月には干支の折紙）



地域機能の
縮小への対応

４
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地域機能の縮小への対応

地域貢献及び地域交流を積極的に図る

高齢者の閉じこもり防止や高齢者同士の交流を図ることなどを目的として、当施設内にある浴場を開放して、地域住民の皆さまに福祉入
浴サービスを提供している。

北海道 社会福祉法人 渓仁会 〒072-0015　北海道美唄市東４条南５丁目１－４
TEL：0126-66-2525　FAX：0126-66-2020

❖法人設立年

　　1982年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：８施設
②経営施設・事業：
　 特別養護老人ホーム…３、老人保健施設…４、
ケアハウス…１、通所介護…９、通所リハビリ
テーション…４、グループホーム…２、訪問看
護…２、訪問介護…４、小規模多機能型居宅介
護…１、居宅介護支援…７、地域包括支援セン
ター…２、介護予防センター（市委託事業）４

❖法人の理念・経営方針

経営基本方針（2011年度）
１．経営基盤の安定化を図ること
２．サービスの質の向上を図ること
３．人材育成、適切な人事・労務管理を行うこと
４ ．CSR（企業の社会的責任）経営を徹底すること
５ ．ステークホルダー（利害関係先）との連携・
協働を図ること
６．組織統治（ガバナンス）を確立すること

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　美唄市東地区生活支援センターすまいる
【施設種別及び利用定員】
　デイサービスセンターすまいる　一般型　30名
　ホームヘルパーステーションすまいる
　居宅介護支援事業所すまいる

❖活動内容

◇活動開始年：平成11年５月
◇活動の対象者：
　 美唄市内に居住する概ね65歳以上の方や障が
いのある方
◇活動の頻度・時間：
　毎週月・水・金曜日の午後４時から午後６時まで

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　介護保険法が施行される以前の美唄市は、在宅サービスの
拠点として、国道12号線で東西に分けた西側は「総合福祉セ
ンター」、東側は「美唄市東地区生活支援センターすまいる」
をそれぞれ置き、その中で東側に住む地域住民の皆さまに当
施設を開放して何かできないかとの市職員の思いから、地域
資源を有効に活用し、高齢者の交流の場を提供することを目
的として、平成11年５月に美唄市主体で福祉入浴事業が始
まった。
　その後、美唄市の情勢により、介護予防事業に重点を置く
ことが求められることになり、美唄市が福祉入浴事業から撤
退しましたが、地域住民の強い要請を受け、平成17年５月か
ら社会福祉法人南静会（現在の渓仁会）が独自事業として引
き継いで、現在も事業運営を行っている。

□実施内容
【入 浴 料】１回300円
【浴　　場】男性浴場と女性浴場の２つを設置
【利用状況】

（年間）
20年度 21年度 22年度

利用日数 151日 155日 154日
男性利用者 773人 900人 786人
女性利用者 2,624人 2,452人 2,095人
合計 3,397人 3,352人 2,881人

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　福祉入浴を利用する高齢者にとっては、自宅でお湯を溜め
る前の準備や後片付けが身体的に困難な方が多く、独居世帯
であれば、一人しか入らないのに毎日お湯を溜めることが
もったいないとの思いもあり、安全で安心できるこの福祉入
浴サービスを利用する高齢者が多い。
　また、お互い近くに住んでいるものの、普段顔を会わせる
機会がない人とお話しができるなど交流の場として活用され

取り組み内容のポイント
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ている方もおり、評判は上々。
　さらに、福祉入浴サービスを通じて当職員との
交流が深まり、一昨年度からは毎年、当職員が近
隣町内会の催しに招待されるなど、地域住民との
つながりが保たれている。

□今後の展開
　この事業を開始して13年目を迎え、年々利用者
数が減少しており、一昨年度には年間累計人数が
3,000人を下回る結果でありました。それに伴い、
原油高騰などで事業運営についても厳しい状況で
ありますが、町内会長をはじめ地域住民の皆さま
からは、福祉入浴を継続してほしいとの要望を多
くいただいているところである。
　このことから当施設といたしましては、チラシ

を作成して近隣地域に配布するなど施設のPRを
続けており、今後も利用者確保に努めながら、地
域との支え合い、一人ひとりとのつながりを大切
にこの活動を継続していきたい。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
人件費 1,275,890円 事業収入 866,100円
事務費 411,458円
事業費 1,274,701円
＜合計＞ 2,962,049円 ＜合計＞ 866,100円

・取り組みに係わった職員数　１名
　（職種等：福祉入浴担当者）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　162,949千円
※法人全体の事業規模（同上）　　　4,632,079千円

券売機で入浴券を購入している常連客地域住民に親しまれている「すまいる」

男性浴場で一人満喫している常連客 清潔感たっぷりの女性浴場
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天然温泉を活用した足湯処（アンテナショップ）の
運営
中心市街地の空き店舗を改装して、地域の高齢者向けの「天然温泉足湯処」を開設し、天然温泉の足湯浴や健康相談、介護相談、貸ホー
ル等を運営している。法人設立20周年を記念し、地域貢献事業として高齢者の拠り所を提供している。

埼玉県 社会福祉法人 熊谷福祉会 〒360-0853　埼玉県熊谷市玉井1145番地１
TEL：048-533-0003　FAX：048-533-0120

❖法人設立年

　　昭和63年７月６日

❖法人実施事業

①経営施設数合計：13施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　 特別養護老人ホーム…１、老人保健施設…１、
ケアハウス…１、通所リハビリ…１、通所介護
…４、居宅事務所…２、訪問介護…１、保育所
…１、足湯処…１

❖法人の理念・経営方針

　我々のケアサービス、それは自分や家族にして
欲しいものでありたい
・ご利用者の心の理解に務めます。
・ご利用者の心を開くように務めます。
・ご利用者の心を豊かにするように務めます。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　「はなぶさ苑天然温泉足湯処仲町」
【施設種別及び利用定員】
　第１種、第２種社会福祉事業以外
　利用定員：50名程度／１日

❖活動内容

◇活動開始年：平成19年７月19日
◇ 活動の対象者：地域の高齢者
◇ 活動の頻度・時間：月間26日程度　１日７時間

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　社会福祉法人熊谷福祉会は、平成元年に「特別養護老人
ホームはなぶさ苑」を開設以来、地域の方々から愛着を込め
て「はなぶさ苑」と呼ばれている。以後、地域で初めての民
営の特養は絶大な支持を頂き、その後順次デイサービスや訪
問介護・配食サービス等を開始した。
　平成11年「介護老人保健施設はなぶさ」を開設、平成16年
には施設の敷地内から市内初の温泉掘削に成功して良質な源
泉に恵まれ、翌17年５月には県北最大規模の「はなぶさ温泉
通所リハビリセンター」を開設。以降「はなぶさ温泉デイ
サービスセンター」と併せ『温泉とリハビリのはなぶさ苑』
が市内外に広く浸透した。現在は、ケアハウスや老健施設と
併せ一日に500名近くのお客様に掛流し天然温泉にご入浴頂
いている。
　平成19年７月、法人設立20周年を迎えるにあたり、ご愛顧
下さり育てて頂いた地域への恩返しとして、市内中心街の一
角に「はなぶさ苑天然温泉足湯処仲町」を開設した。

□実施内容
　施設は中心街の空店舗を購入して改修し、内装を檜の板張
りとした１階には天然温泉足湯処、将棋や囲碁が出来る畳敷
き談話コーナー、健康測定器具、相談カウンターを設置、２
階は約35畳の貸ホールとし、隣地に駐車場も４台分を設置し
た。営業時間は午前10時から午後５時、定休日は毎週水曜。
スタッフにはベテランの女性職員２名を配置、内１名が３年
目にケアマネ資格を取得し、様々な相談に対応している。利
用料金は市内の高齢者は全て無料とし、２階の貸ホールは午
前又は午後の時間帯で各々 300円としている。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　利用客数は初年度約4,200名（80名／週）から順調に増加
し、２年目約8,200名（160名／週）、３年目約9,800名（190名
／週）、４年目約10,500名（200名／週）となり、直近では週
間利用客も250名前後に達し、年間総利用客数は12,000名前

取り組み内容のポイント
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後が見込まれている。
　主な客層は、60 ～ 80歳代の女性が８割以上を
占め、残りを40 ～ 50歳代の女性客と男性のお客
様がそれぞれ１割程度を占めている。利用客の平
均滞在時間は１時間程度で、約30分間の足湯浴の
他、①地域の話題、②お客様同士の趣味や余暇の
話題、③健康相談、④家族の話題、⑤日常生活の
話題、⑥介護に関する相談などが行われており、大
半が温泉利用と相談相手や話し相手を求めて来店
されている。２階の貸しフロアーは40 ～ 70歳代
の各種サークルや複数のダンスサークルがご利用
され、練習の前後に足湯を利用頂いている。

□今後の展開
　利用客の増加に連れて相談件数も増加傾向とな
り、特にスタッフがケアマネ資格を取得すると、
様々な相談にも専門的に対応出来るようになっ
た。昨今では介護に関する相談も毎週記録され、
じっくりと相談できる環境と相乗し、毎月１～３
件程度の利用契約に繋がっている。
　経営戦術の上では中心街のアンテナショップ＆

温泉とリハビリのサテライトショップであるが、
現場ケアマネの心構え「真摯に耳を傾ける。売込
まず機は逸せず。中立を保ち贔屓せず。即日処理
を旨とする。」を机上に明記して、常にお客様本
位の地域の高齢者総合相談窓口を実践し、地域と
共に歩む社会福祉法人の地域貢献の一環として、
今後も足湯処を積極的に展開して参りたいと考え
ている。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
車両費 200,000円 法人からの負担金 1,200,000円
水光熱費 500,000円
消耗品費 200,000円
駐車場代 300,000円
＜合計＞ 1,200,000円 ＜合計＞ 1,200,000円

・取り組みに係わった職員数　常勤２名／支援執務0.5名
　（職種等：介護職員（ケアマネ資格者１、パート１、
他１名））
※法人全体の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入）　約2,300,000千円

地域のお年寄りの語らい 健康相談や介護相談

２Fホールはいつも盛況 交差点角の落着いた外観
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なでしこ暮楽部　有野台（高齢者等相談等事業）

高齢化率が30％を越えた団地において、集合住宅の一室に「相談ルーム」を設け、地域住民の医療・福祉における相談対応を行い、「無
縁社会」に一石を投じる。また、高齢者の孤独死の抑制及び障害者や子育て支援等の拠点づくりの基地としての役割を果たす。

兵庫県 社会福祉法人 恩賜
財団済生会支部兵庫県済生会 〒651-1302　兵庫県神戸市北区藤原台中町５丁目１番１号

TEL：078-987-2222　FAX：078-987-2221

❖法人設立年

　　明治44年５月30日

❖法人実施事業

①経営施設数合計：３施設
②経営施設・事業【種別毎の数】：
　病院…１、特別養護老人ホーム…１、地域密着
型小規模特別養護老人ホーム…１、介護保険事業
…８、重症心身障害児（者）通園事業…１

❖法人の理念・経営方針

理念
　生を済う（いのちをすくう）
経営方針
　社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい
事業を確実・効果的かつ適正に行うため、自主的
にその経営基盤の強化を図るとともに、その提供
する福祉サービスの質の向上及び事業経営の透明
性の確保を図るものとする。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　特別養護老人ホーム　ふじの里
【施設種別及び利用定員】
　特別養護老人ホーム　入所定員：75名

❖活動内容

◇活動開始年：2011年４月
◇ 活動の対象者：地域住民
◇ 活動の頻度・時間：
　月曜日～金曜日　９：00～ 17：00

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　施設が受託している地域包括支援センター管轄区域内の
「有野団地」は昭和40年代に開発されたURの団地で、高齢化
率は、神戸市全体の22.5％より高く、独居高齢者や高齢者の
みの世帯も多く、地域との繋がりも少ない実態がある。地域
で活発に実施しているふれあい喫茶や昼食会、施設での交流
会や行事に参加している高齢者はいつも同じ顔ぶれであり、
本当に支援の必要な高齢者はそういう場には参加していない
のが現状である。また、法人の創立理念である生活困窮者支
援を積極的に展開するためにも、ニーズの掘り起こしが必要
であり、同じ法人の病院と施設が共同で医療・福祉の推進を
図り、地域の「安心」と「交流の場」を提供することと、地
域で住民同士が助け合えるよう「新たな地域見守りの仕組み
作り」を構築したいと考えた。

□実施内容
　独立行政法人都市再生機構（UR）西日本支社長、神戸市
長、北区社会福祉協議会常務理事、兵庫県済生会業務担当理
事の「４者連携」の元、平成23年３月２日に確認書を取り
交わし、UR所有の有野団地の住居を活用し「高齢者等相談
ルーム」を４月１日に開設した。月曜日から金曜日の午前９
時から午後５時まで、２名（社会福祉士１名・見守り隊１
名）を配置し、団地内の訪問、見守りを行い、相談室でも高
齢者等の相談を受ける。神戸市や北区社会福祉協議会からの
バックアップやアドバイスもある。法人の病院からは、毎月
第１水曜日に病棟の看護師長、第３木曜日に医療連携室の
MSW、施設からは毎週火曜日に介護支援専門員が相談室を
訪れ、専門的な相談を受けている。この事業は、法人が昨年
７月に社会貢献事業の一環として、URに空き住居の提供を
要請し、実現した。UR西日本支社では初めての事業という
ことだが、趣旨に賛同し、市との連携協定も含め、いろいろ
と協力していただいている。

取り組み内容のポイント
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□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　高齢者に集まっていただく手段としては、単純
に相談室で喫茶を開催すれば人は集まるが、私た
ちの活動の目的は、他者との関係が薄い人への関
わりである。訪問をする中で閉じこもりがちな高
齢者を発掘し、その人の知人や顔見知りを訪ね、
つながりを探す地道な活動を続けており、４ヶ月
経過した現在、高齢者が高齢者を見守る「自主見
守りグループ」（１グループ約５～７名）が２組
でき、月に１回「なでしこ暮楽部」で情報交換を
行っている。
　相談室を開設するにあたり、地域の自治会等に
説明会を実施した。UR自治会は、高齢者等が身
近に相談できる窓口ができるということで、自主
的にパンフレットを配布してくださった。また、
URから節電効果を含めてのグリーンカーテンの
ゴーヤセットが届くと、職員の手間を省こうと住
民が自主的に植栽し、休業日の水やり当番を決め
て、ゴーヤの生長を見守っている。相談者の中か
らは、ボランティアの希望も多くあり、顔合わせ
を含めた会合を開き、地域の輪が広がってきた。
最近は電話相談や来室もあり、医療や介護、生活
困窮等専門的な相談も増加している。

□今後の展開
　有野団地はURだけで73棟2140戸の住宅であり、
全戸を訪問するのは大変な作業とは思うが、まず
足で対象者の情報を得る必要がある。また、相談
件数は増加してきているが、地域に相談窓口とし
て周知されるには至っていない。積極的に広報活
動を行いながら、地域住民に必要とされ活用され

る窓口を目指し、新たなコミュニティー作りに挑
戦していく。このモデル事業が各地の集合住宅に
普及し、「無縁社会」ではなく「絆社会」につな
がっていくよう活動する。決して独りで誰にも気
づかれずに人生の最後をとじることが無いよう、
誰かとつながっている地域を目指す。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
人件費 4,400,000円 なし ０円
賃借料 376,000円
その他諸経費 724,000円
＜合計＞ 5,500,000円 ＜合計＞ ０円

・取り組みに係わった職員数　４名
　（職種等：参与、社会福祉士、見守り隊、事務員）
・取り組みを実施している施設の事業規模
　（平成22年度決算の事業活動収入） 1,017,584千円
※法人全体の事業規模（同上） 6,054,419千円

〈相談ルーム〉 〈活動風景〉

〈玄関側外観〉



「『地域に向けた公益的取り組み』事例」
応募要領



募集します！

地域に向けた
公益的
取り組み事例

みなさまから

を

全国社会福祉施設経営者協議会



　応募事例は『地域に向けた公益的取り組み事例集（実践事例集）』として作成
の上、「第30回全国社会福祉施設経営者大会（以下、全国大会）」の参加者、及
び関係団体（都道府県経営協事務局等）に配布を予定しております。
　あわせて全国経営協のホームページ内の、会員・非会員を問わず閲覧すること
のできる情報ページに掲載させていただきます。

　●　趣　旨　●　
　社会福祉法人の使命を遂行するために、社会・地域における福祉の発展・
充実に向けた様々な取り組みを募集します。地域に向けて、貴法人が実践さ
れている様々な公共的・公益的取り組みをご紹介ください。

　●　応募方法　●　
　６～８頁の応募用紙に必要事項をご記入のうえ、郵便、FAX、メールにて事務局までお送り
ください。電子メールでの応募をご希望の方には応募書式データをお送りいたしますので、そ
の旨メールにてご送信ください

（アドレス：koueki@shakyo.or.jp）

※１事例ごとに、６～８頁の指定応募用紙を１セットご使用ください。
※ 掲載用関連写真（活動の様子など）を３枚程度添付してください。写真についてはFAXでは
なく、紙焼き（プリントアウト）した現物を応募用紙に同封いただくか、メールにデータを
添付してお送りくださいますよう、お願い申しあげます。

趣旨・募集テーマ



　●　基本テーマ　●　

『地域に向けた公益的取り組み事例』
　●　募集内容　●　　例えば、次のような事例をお寄せください。

「地域に視点をあてた事業展開」
・ 地域の福祉課題等の解決に向けた取り組み
・地域における子育てや介護の支援事業
・地域見守り活動　
・ 施設や建物、設備の開放、イベントの開催（憩
いの場提供、施設体験など）

・ 災害時対策、在宅高齢者や身障者緊急通報
センターの運営

・ 地域の総合相談窓口として、多様な相談に
応じる機能を持っている　　　　など

「地域における福祉の推進」
・ 勉強会、講習会、講演会（介護、子育て教
室など）や行事活動

・ 学校教育への協力（登下校時の見守り運動
など）

・交流会（ピアサポート事業など）
・ボランティア活動支援　　　　など

「地域の社会的な援護を必要とする
方への支援」
・ 高齢者、障害者、子ども等に関わる虐待や
財産・権利侵害の予防や対応

・ 生活困窮者への生活支援　　　　など

「地域の他機関とのネットワーク活動」
・ 行政、医療、福祉等の関係機関・団体との
連携の推進　　

・ 地域の複数社会福祉法人間での連携・協働
によるセーフティネットの構築　　など

「地域機能の縮小への対応」
・ 商店街の空きスペースでの事業展開
・ 公共施設等が撤退した人口減少地域におけ
る高齢者の生活支援　　　　など

「その他」
・ 海外からの研修生の受け入れ、地域の外国
人への支援・交流　

・環境問題への配慮　　　　など

☆ 上記の内容は、あくまでも取り組みの例です。貴法人で、地域に向けて実施した様々な取り組みをお寄せください。
☆過去の事例集で掲載・発表された事例と同種類の取り組みでも、応募することができます。
☆ これまでに作成した公益的取り組みの実践事例集を、全国経営協ホームページ（http://www.keieikyo.gr.jp/）
に掲載していますので、ご覧いただき応募に際してご参考ください。



　●　書式について　●　
・ 人名など特殊な場合以外は、なるべく常用漢字・新仮名遣いを用い、本文は「である調」で
お願いします。

・ 略語を使用する際は、初出箇所に正式名を記載し、カッコ内にその略語を挿入してください。

　●　掲載用関連写真について　●　
・ ６～８頁の応募用紙を使用し、参考資料として、事例の内容を具体的に説明する写真を添付
してください。

・ 応募される取り組み内容のイメージカット（写真）を３枚程度、原稿（応募用紙）と併せて
お送りください。事例集のページの都合上、掲載する写真の大きさや数は全体のレイアウト
で調整させていただきますことをご了承ください。

・ 写真に顔や固有名詞が写っている場合、本人了承等の肖像権のご配慮をお願いします。個人
が特定されないようこちらで加工が必要な場合は、その旨お申し付けください。

・ 応募される写真の返却については、応募用紙の『写真返却　要・不要』の欄への記入でお知
らせください。

・ 写真を郵送で送付希望される場合、着払いで事務局までお送りいただくか、郵送用の封筒・
切手を弊会より送付いたしますので、送付先（住所・TEL・法人名・担当者名）を明記の上、
担当（福山）まで電子メール（koueki@shakyo.or.jp）、またはFAXでご連絡ください。

　●　デジタル画像の場合　●　
・ 応募フォーム並びにメールでデジタル画像のデータを送信いただく場合は、５MB未満の容
量で送信ください。データ容量が５MBを超える場合は、別途、事務局までご相談ください。

・ データの容量が大きい、または保存媒体でお送りいただく場合、保存するメディアは、
windowsフォーマットで、FD、CD-Ｒ、フラッシュメモリー（USB）にてお願いします。

　●　その他（応募上の留意点）　●　
「記入方法について」
・本会より記載内容の確認を行わせていただく場合があります。連絡先については、応募者な
らびに記入者とも必ずご記入ください。

・　事例集のページ関係上、字数に限りがあります。応募用紙に項目毎の目安の字数がござい
ますので、作成の際の参考にしてください。

・ 字数によっては、事務局にて調整させていただく場合がありますので、ご了承ください。

応募要領



　●　応募後のスケジュール　●　
「掲載事例の選考」
　応募いただいた事例の中から、全国経営協調査研究委員会にて掲載事例を選出し、８月下旬
頃に掲載のご連絡をさせていただく予定です。
「全国大会」
　「実践事例集」については全国大会の参加者用資料として参加者に配布する予定です。
「ホームページ掲載について」
　ご発表いただいた全作品は『全国経営協ホームページ』への掲載をいたします。これまでに
作成した公益的取り組みの実践事例集を、全国経営協ホームページ（http://www.keieikyo.
gr.jp/）に掲載していますので、ご参考ください。

　●　締め切り　●　

８月22日㈪　必着

〈ご応募・お問い合わせは、こちらまで〉

社会福祉法人　全国社会福祉協議会

全国社会福祉施設経営者協議会　事務局
〒100-8980　東京都千代田区霞が関３-３- ２　新霞が関ビル

TEL　03－3581－7819
FAX　03－3581－7928

Ｅ-mail　koueki@shakyo.or.jp（担当　福山、小林、瀬戸山）



地域社会とともに歩む社会福祉法人をめざして
～社会福祉法人における地域貢献に向けた「１法人（施設）１実践」活動事例集～

　

（平成23年９月）

全国社会福祉施設経営者協議会

〒100-8980　東京都千代田区霞が関３－３－２　新霞が関ビル
全国社会福祉協議会　法人振興部内
ＴＥＬ　03－3581－7819
ＦＡＸ　03－3581－7928
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